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平成29年度の各団体の取組一覧
団体
ID 団体名

個別
事業
ＩＤ

体系番号 個別事業名 事業の概要（戦略策定時の内容） 平成29年度の取組内容

A02 上越市商工会連
絡協議会

10 A-1-1 特産品開発及び販
路開拓による地域
産業の活性化と雇
用の維持・拡大

○特産品開発及び販路開拓により地域産
業の活性化と雇用の維持・拡大を図る
 
・どぶろくを活用した特産品開発と販路開拓
事業（牧商工会）
 ・地域の食材を活用したスイーツの開発と
販路開拓事業（大潟商工会）
・地域の食材を活用した土産品開発と販路
開拓事業（三和商工会）
・区内特産品の販路開拓事業（名立商工
会）

○特産品開発と販路拡大事業（牧商工会）
　 “どぶろくスイーツ”や地元産 “コシヒカリ新米”と
いった地域資源を活用した特産品の販路拡大を通じ
て地域産業の活性化を図る。インターネットショッピン
グモール「上越特産市場」での販売や東京の表参道
新潟館ネスパスにおいてイベントを開催し販路拡大を
推進。
　また、牧区の特産品ＰＲ動画を作成し、DVDの配布
やネット配信を通じて情報発信を行い地域ブランドの
構築を図る。

A02 上越市商工会連
絡協議会

20 A-2-1 観光客増加による
地域産業の活性
化と雇用の維持・
拡大

○観光客増加により地域産業の活性化と
雇用の維持・拡大を図る
 　・食による情報発信事業「上越どんぶり
巡り」(上越南地区5商工会）
 　・上越市道の駅連携事業（名立、安塚、
吉川商工会）
　 ・鉄道資源を活用した地域活性化事業
（中郷商工会）

○鉄道資源を活用した地域活性化事業（中郷商工会）
　 二本木駅のスイッチバックに着目した駅周辺の観光
開発を推進。継続して駅周辺の“賑わい”創出を目的
に、年2回のイベント開催やウォーキングツアーの企画
に取り組む。同時に、ＳＮＳを活用し観光誘客を推進す
る。
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A02 上越市商工会連
絡協議会

30 C-1-2 地元購買促進によ
る地域商業活性化

○地元購買促進により地域商業の活性化
と雇用の維持・拡大を図る
 ・地域商業活性化事業
　 100円商店街（柿崎商工会、大潟商工会）
 　得するまちのゼミナール「まちゼミ」（吉川
商工会）
　 スタンプラリー（浦川原商工会ほか）

○「100円商店街」（柿崎商工会、大潟商工会）
　 参加店限定の100円商品を通じた販売促進イベント
「100円商店街」を実施し、地域消費喚起を行う。（回数
は、柿崎商工会は1回、大潟商工会は3回の予定）
○得するまちのゼミナール「まちゼミ」（吉川商工会）
　 参加店で商店主がプロの専門知識やコツを無料で
教える講座を企画。地域事業所への来店者拡大を図
り地域消費拡大を図る。10月に実施。
○買い物スタンプラリー（大島商工会、浦川原商工
会、牧商工会ほか）
　 複数店で買い物をした消費者に抽選で賞品をプレ
ゼントする「スタンプラリー」を実施し、地域消費喚起を
図る。
○きよさと朝市（清里商工会）
　 区内商業者や地元農業者による朝市販売を実施
し、地域消費の拡大に取り組む。
○プレミアム商品券販売事業（柿崎商工会、名立商工
会ほか）
　 区内事業所で利用できるプレミアム付き商品券を発
行することにより、地域消費拡大を図る。
○産業祭開催による販路開拓事業（三和商工会）
　 “さんわ桜の陣”と称し、地域産品の販売イベントを
実施し地域消費の拡大に取り組む。
○産業祭開催による販路開拓事業（吉川商工会）
　 “吉川テラス”と称し、地域産品と地元の食材を使用
した飲食物（B級グルメ）の販売イベントを実施し、地域
消費の拡大に取り組む。

A03 えちご上越農業協
同組合

40 A-1-4 総合機能を発揮し
た多様な担い手の
育成・支援と地域
農業の活性化

○総合機能を発揮した多様な担い手の育
成・支援と地域農業の活性化
　  ・地域農業ビジョンの策定
　  ・青年部活動を通じた次世代農業後継
者の育成

〇農地中間管理事業等を活用した担い手経営体への
農地集積（管内農地に占める認定農業者経営面積率
76.5％）
〇水稲の早生多収性新品種「つきあかり」の試験栽培
の実施（58.9ｈａ）

A03 えちご上越農業協
同組合

50 A-1-1 複合営農による園
芸振興と地域条件
に応じた特産品等
の生産基盤の強
化

○複合営農による園芸振興と地域条件に
応じた特産品等の生産基盤の強化
　  ・上越野菜販路開拓と作付誘導
　  ・あるるん畑を核とする地産地消複合直
営施設の設置

〇直売所を核とした、雪下、雪室野菜のブランド化に
よる冬期間の園芸生産の確立（簡易雪室の導入促
進）
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A03 えちご上越農業協
同組合

60 A-1-1
B-2-2
B-2-3
B-2-4

食と農のあり方を
次世代につなげる
親子教室や学校
等への出前講座
の開催

○食と農のあり方を次世代につなげる親子
教室や学校等への出前 講座の開催
　  ・子供対象の「ちゃぐりん道場」、若い世
代対象の「よい食カレッジ」、学校等の「広
がれ弁当の日」支援
　  ・ＪＡ女性大学「さくらカレッジ」による食・
農・暮らしを軸とした活動の展開

〇ちゃぐりん道場（子供対象の食育活動）
　「大豆」をテーマに４地域統一内容で３回コースで実
施。１２月は全体会。
〇広がれ弁当の日活動支援
　小中学校への出前講座にて紹介。旬の野菜を使っ
た弁当レシピを作成配布。
〇さくらカレッジ（女性大学）
　１年１期で募集。自分・仲間・地域づくりを目的に実
施。

A03 えちご上越農業協
同組合

70 B-2-1 親しみとふれあい
のある暮らしの創
出と地域活性化へ
の貢献

○親しみとふれあいのある暮らしの創出と
地域活性化への貢献
　　・男性講座の開催、女性部組織の活性
化
　　・こころときめき活動（結婚支援活動）に
よる出会いの場の提供

〇男性講座
　管内４地域で料理講習を中心に実施。
〇女性部組織の活性化
　女性部各支部、地区等の活動支援とフレミズ全体活
動（杜でのフリマ）
〇こころときめき活動（婚活イベント等）
　年７回実施。マッチング延べ18組

A03 えちご上越農業協
同組合

80 C-1-2
C-2-2

支店を核とした協
同活動による地域
コミュニティーの活
性化

○支店を核とした協同活動による地域コ
ミュニティーの活性化
　　・各支店で支店協同活動を実施し、地域
貢献活動にも積極的に取り組む

全支店での支店活動の実施による地域貢献

A03 えちご上越農業協
同組合

新規 － 上越の食・農の情
報発信拠点の整
備と、地域の観光
拠点施設との連携
による地域の魅力
発信

－ 〇「上越あるるん村」を活用した、上越の食・農の魅力
発信と地域の観光施設と連携した上越の魅力ＰＲ活
動
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A04 上越公共職業安
定所

90 A-3-2 新規学校卒業予
定者等に対する就
職支援

（1）新規学校卒業予定者等に対する就職
支援
   ①高等学校卒業予定者に対する就職支
援
　　　 ・高等学校と連携した個別就職相談
の早期実施
 　　　・応募前企業説明会（高校生就職準
備ガイダンス）の実施
　　　 ・未内定生徒を対象とした企業説明会
の開催
　 ②大学等卒業予定者に対する就職支援
  　　 ・大学等就職ＷＥＢ提供サービスの活
用
　     ・郷土就職ゼミナールの開催

○高等学校卒業予定者に対する就職支援
　・高等学校と連携し、5月より就職希望者と学卒ジョ
ブサポーターによる個別相談を実施。
　・上越市との共催により7月に管内企業と就職希望
者による応募前企業説明会を開催。
○大学等卒業予定者に対する就職支援
　・登録学生等に対し大学等就職ＷＥＢ提供サービス
の活用を周知。
　・上越商工会議所と連携し、3月に平成31年3月卒及
び既卒3年以内の者を対象に大卒等合同企業説明会
（郷土就職希望者ゼミナール）を開催。

A04 上越公共職業安
定所

100 A-3-2 フリーター等の正
規雇用化に向けた
就職支援

（２）フリーター等の正規雇用化に向けた就
職支援
　　  ・上越わかもの支援窓口による担当者
制による就職支援の実施
　 　 ・各種助成金を活用し、フリーター等の
正規雇用化の促進
　　  ・若者しごと館上越サテライト、上越地
域若者サポートステーションと連携による
就職促進

○「わかもの支援窓口」で担当者制による就職支援を
年間を通じて実施。必要に応じて若者しごと館上越サ
テライト、上越地域若者サポートステーションと連携し
た支援を実施。
○非正規雇用労働者の正社員転換等に向けた取組
について、経済団体及び企業へ要請を実施。

A04 上越公共職業安
定所

110 A-3-2 Ｕ・Ｉターン希望者
に対する就職支援

（３）Ｕ・Ｉターン希望者に対する就職支援
　　　・「にいがたＵターン情報センター」と連
携した就職支援の実施

○Ｕ・Ｉターン希望者へ、にいがたＵターン情報センター
と連携した就職支援を実施。
　また、ハローワークの待合室内にＵターン情報コー
ナーを設置し、にいがたＵターン情報センターの周知
等を実施。
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A04 上越公共職業安
定所

120 A-3-3
B-1-1
B-2-2
B-2-3
B-2-4

子育て女性等に対
する再就職支援の
推進

再就職支援の推進
 　 ・子育て女性等に「マザーズコーナー」を
周知し利用の促進に努める。
 　 ・各種子育て支援サービス等に関する
情報提供
 　 ・求職者ニーズを踏まえた担当者制によ
る就職支援の実施
 　 ・子育て女性等を対象としたセミナーの
開催
 　 ・新潟県、上越市等の関係者による協議
会を開催し、総合的な支援の実施

○関係機関による「子育て等就職支援協議会」を開催
し、マザーズコーナーの周知等を実施。
　また、再就職希望者に対しマザーズ再就職支援セミ
ナーを7月に3回、10月に1回、計4回実施。

A04 上越公共職業安
定所

130 A-3-3 障害者の雇用対
策の推進

障害者の雇用対策の推進
（１）障害者の再就職の促進
（２）雇用・福祉・教育・医療等の連携による
一般雇用への移行の促進
（３）障害者の職業能力開発支援の推進

○障害者の就職促進を図るため、10月、2月に就職面
接会を開催。また、上越テクノスクールと連携した障害
者対象ハロートレーニング（公共職業訓練）の推進。
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A05 国立研究開発法
人
農業・食品産業技
術総合研究機構
中央農業研究セ
ンター　北陸研究
拠点

140 A-1-1
A-1-4

新品種・新技術に
よる地域農業の競
争力強化

○事業内容
　  ・作物の新品種育成と生産技術の開発
ならびに育成品種・開発技術の農業者等へ
の技術移転
○事業目標
　　・新品種・新技術を開発し農業者に技術
移転することでその技術力を向上し、地域
農業や食品産業等
　　　の発展と競争力強化に貢献する。
○実施内容
　　・地域農業に適した新品種の育成と生
産技術の開発を行う。育成した品種、開発
した技術をマッチングフォーラム、研修会、
技術指導、技術相談等を通じて農業者等
へ迅速に技術移転する。
○実施体制
　　・新品種・新技術開発は国立研究開発
法人として定める中期計画に基づき実施。
技術の評価や技術移転については農業
者・農業団体、行政機関等と協力・連携す
る。

〇健康志向をベースとした大麦加工品の需要拡大に
伴い、もち性大麦の人気も急上昇しているが、その大
部分は輸入大麦であることから、国産品種の開発と生
産拡大の要望が強まっている。もち性大麦の新品種
「はねうまもち」については、実需者（精麦メーカー）の
期待も大きく、新潟県をはじめ北陸各県での増産体制
の確立を目指し、精麦メーカや各県と連携を取りなが
ら普及を進めた。さらに、「ゆきみ六条」についても、作
付の拡大と利用促進の取組みを継続した。
〇水稲新品種「つきあかり」は、展示圃場や試作農家
の成績が良く、「コシヒカリ」を補完する早生品種とし
て、生産者の期待が高まっている。上越市およびJAえ
ちご上越では、平成30年度以降の新たな米政策への
対応を検討し、「つきあかり」の生産拡大に取り組む方
針を定めた。さらに、米麺として実績のある「越のかお
り」の後継となる高アミロース米系統「北陸266号」を育
成し、品種登録出願を進めている。中央農研では、関
係機関との連携を強化し新品種の普及、加工利用促
進の活動を展開した。
〇水稲の低コスト生産技術、大豆や飼料米の生産技
術等々、水田農業に関わる新技術について、上越市
等との研修会の開催、技術指導・相談等の活動を積
極的に実施した。
〇農業者、消費者向けの農業イベントとして、「北陸地
域マッチングフォーラム」を毎年開催している。今年度
は、「北陸発・もち麦本格生産で農業と地域を活性化」
をテーマとして新潟市秋葉区で開催した。（参加者180
名）
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A05 国立研究開発法
人
農業・食品産業技
術総合研究機構
中央農業研究セ
ンター　北陸研究
拠点

150 A-1-1 農業と科学技術に
対する市民理解の
向上

○事業内容
　  ・農業と科学技術についての市民、児
童・生徒への啓発活動
○事業目標
　　・農業と科学技術について、市民、児
童・生徒への広報活動を行い、市民の理解
を深めるとともに将来の人材育成の基礎と
する。
○実施内容
　　・研究所一般公開、研究所見学、食と農
の科学教室、有線放送話題　提供等により
広報・啓発活動を行う。
○実施体制
　　・啓発活動については行政機関と協力・
連携する。

○青少年、農業関係者、消費者等の一般市民に対し
て、農業技術に関する情報提供をより判りやすい形で
行った。特に、農業の持つ多面的な機能や地域経済と
の関係、農業試験研究の役割について、広報に努め
た。さらに、コミュニケーションの深化を図り、農業研究
へのニーズ収集を行った。
〇上越市の将来を担う子供たちにとって、農業や地域
産業を学ぶことは極めて重要と考える。感受性の豊か
な時期に科学する心を養い、食べ物の大切さや地球
環境の重要性を理解することは、上越市民の基盤作り
に欠かせないことであろう。そこで、農業試験研究機
関の社会貢献的な活動として、6月下旬～7月に「食と
農の科学教室」（小学校5年生を主対象）を開催したと
ころ、26校・約680名の参加が得られた。その後、子供
たちから多くの感想が寄せられた。
〇同様に、県立高田農業高校（1学年）、農業者、農業
関係者等を中心とした学習・見学対応にも、積極的に
取り組んだ。
〇広く一般市民向けのイベントとして、「北陸研究拠
点・一般公開」の開催を夏休み期間中の8月26日（土）
に実施し、研究成果の展示、ミニ講演会、育成品種の
試食、実験・体験等を実施した。来場者総数は、約680
名と盛会であった。
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A06 新潟県上越地域
振興局

190 A-1-1
C-1-2

耕作放棄地での薬
草栽培推進事業

平成２７年度（初年度）
　　・検討会の開催：地域に適した品種選
定、栽培適地の検討、地域の担い手の組
織化等
　　・先進地事例の視察
　　・生薬メーカーの助言・指導
　事業費　200千円
　［内訳］
　　旅　 費　　100千円（研修講師＠50,000
×2回）
　　需用費　　　20千円（消耗品）
　　使賃料　　  80千円（バス借上）
　　次年度以降
　　　・休耕田を利用した試験栽培等を行
い、定着に向けて継続的に事業を実施す
る。

○大島区藤尾集落、地元企業、上越市職員、県職員
が集まり、耕作放棄地を活用したアシタバの栽培技術
の確立・商品開発・販路の開拓に向けて取り組んでい
るところ。

A07 上越教育大学 200 C-2-1 地域連携・大学間
連携事業

○地域連携推進室における事業展開
・別紙「平成27年度地域連携推進室に係る
地域連携・大学間連携等の主な事業・活動
構成」にあるとおり、「基幹的な地域連携推
進事業」、「公募型地域貢献事業」、「出前
講座」、「公開講座」、「大学等との連携推進
事業」、「産学官に関する連携事業」など、
本学の教育研究で培った様々な資源を有
効に活用した各種事業を、本学地域連携推
進室の下で、教職員、学生、本学各組織
が、地域の自治体や産業界、また、大学等
との連携を得て実施している。
・直接、「しごとづくり」又は「まちの活性化」
と結びつかない事業もあるが、何らかのか
たちで貢献できているのではないか。
・ほかにも、教員個々、各センターやコー
ス・科目群などの組織が、それぞれの専門
性や資源を活かし、地域の各種団体・機関
からの要請などに基づき連携した活動（共
同研究など）をしていると考えられる。（活動
状況は把握していない。）

○他の個別事業のとおり実施した。
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A07 上越教育大学 1050 A-3-1
A-3-2
B-2-4

基幹的な地域連携
推進事業

１　戦略的な地域教育連携事業
２　上越地域教育委員会との連携推進事業
３　上越市学校教育支援事業
４　教師の専門職化をフォローする研修体
制の構築事業
５　総合的な教師力向上のための調査研究
事業

○戦略的な地域教育連携事業
　 ・学校教育課題に対応した教職員のための自主セミ
ナーを実施する。
　 ・学校評価支援アンケートシステムによる学校評価
活動への支援を行う。
　 ・地域の学校教育文化（統廃合された各学校の教
育資料）の収集及び整理を行う。
○上越市学校教育支援事業
　 ・上越市校長会、上越市教育委員会及び上越地域
学校教育支援センターと連携し、上越市学校教育支
援協議会を開催する。
○教員研修事業
　 教員研修講座を実施する（新潟県内、長野県内）（6
～9月）

A07 上越教育大学 1060 C-2-1
C-2-2

公募型地域貢献
事業

－ ○子育て支援、地域活性化事業等の各分野で下記事
業を実施した。
　　・上越地域難聴児サポートシステム会議を実施し
た。
　　・書写指導実技講習会を実施した。
　　・環境フェアへ出展した。
　　・山屋敷町内スポーツクラブを実施した。
　　・上越市をアピールする看板制作を通した地域貢
献事業を実施した。
　　・ほくほく線沿線の駅を中心とした芸術文化活動に
よる地域活性化事業を実施した。
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A07 上越教育大学 1070 B-2-2
B-2-3

各種講座・講習等 ○出前講座
○公開講座
　  １　一般公開講座及び現地教員公開講
座
　  ２　免許法認定公開講座
　  ３　新潟県立看護大学との連携公開講
座
○文化講演会
○各種講習
　  １　学校図書館司書教諭講習
　  ２　特別支援学校教員専門性向上事業
免許法認定講習

◯出前講座
　　77講座を実施した。
◯公開講座
　・一般公開講座を15講座を実施した。
　・公開講座（理科野外観察実習）5講座を実施した。
◯各種講座
・新潟県立看護大学との連携公開講座を実施した。（7
月）
・学校図書館司書教諭講習を実施した。（7～8月）
・小学校英語教科化に向けた専門性向上のための講
習を実施した。（8～12月）
・特別支援学校教員の資質向上のための講習を実施
した。（９～１１月）

A07 上越教育大学 1080 A-2-2 大学等との連携推
進事業

１　新潟県立看護大学との連携推進事業
２　新潟大学との連携推進事業
３　信州大学との連携推進事業
４　独立行政法人国立青少年教育振興機
構国立妙高青少年自然の家との連携推進
事業
５　富山大学、富山国際大学との連携推進
事業
６　高等教育コンソーシアムにいがたによる
事業
７　上越市、妙高市、糸魚川市（糸魚川ジオ
パーク協議会）との連携医協力事業
８　東京オリンピック・パラリンピック競技大
会組織委員会との連携事業

○新潟大学との連携推進事業
　 新潟大学と連携し、理数系教員（コア・サイエンス・
ティーチャー（CST））養成拠点を形成し、CSTを養成し
た。
○信州大学との連携推進事業
　 信州大学と連携し、小中学生を対象とした剣道大会
及び実技指導を行った。（8月）
○高等教育コンソーシアムにいがたにおける連携
　 産学官連携フォーラムに事業補助として参加した。
（9月）
○上越市、妙高市、糸魚川市（糸魚川ジオパーク協議
会）連携協力事業
　 上越市中学生の職業体験として受け入れた。（7～8
月）

A07 上越教育大学 1100 A-2-1 各種事業 １　春日山城跡等の整備・活用事業
２　新幹線まちづくり推進上越広域連携会
議による事業
３　上越市「三城物語」検定
４　新潟県ICT研究会事業

○春日山城跡等の整備事業
　 学内に協力者を集い、整備事業に参加した。（4～9
月）
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A08 新潟県立看護大
学

210 B-2-2
B-2-3
C-2-1

出前講座 ○看護研究交流センターにおける事業展
開
・地域の教育機関、市民団体及び企業等の
求めに応じて、本学教員が出向いて講義等
を行う出前講座を実施している（平成26年
度～）。
・平成27年度は用意した18テーマのうち、
「子どもには生きる力がある」「いざという時
に役立つホームケア」「自分のからだ・健
康・いのちについて考えてみよう」が子育て
支援に関連する内容である。小児看護学の
教員2名が講師である。
・看護研究交流センターのホームページか
ら申し込む。依頼者側から旅費を負担して
いただく。

○市内の幼稚園や小学校、地区公民館等の計１６会
場において、約５００名の児童・保護者等を対象に、
「いざというときに役立つ“子どものホームケア”」「自分
のからだ・健康・いのちについて考えてみよう！」「しあ
わせって、どこにあるの？」「あなたの性（いのち）は、
大切な宝物」等をテーマとした出前講座を実施した。
○「すぐに役立つ内容や最新の情報を得られた」「子ど
もの声に耳を傾けていきたい」「障がいのあるお子さん
に対し、どう関わっていけばよいかを具体的に聞くこと
ができた」という感想をいただいた。
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A09 上越信用金庫 220 A-1-3
C-2-2

上越創業支援ネッ
トワーク事業

・上越信用金庫が、上越市、上越商工会議
所、㈱日本政策金融公庫の3機関と連携
し、「創業支援ネットワーク」を設置。
・本ネットワークに行政や経済団体、金融機
関などの情報、ノウハウと集約しながら、創
業希望者が創業しやすい環境を整備し、創
業を促進することで、地域経済の活性化に
結びつける。
・創業前の創業相談、資金相談、創業セミ
ナー、創業塾の開催。
・創業後の創業フォローアップの実施。

・平成２９年６月１２日　上越市創業支援ネットワーク会
議　加盟８支援機関参加
・平成２９年６月１５日　当金庫ホームページのリ
ニューアル、「創業・起業を目指すお客様」専用サイト
の設置
・平成２９年８月８日　第１回創業イブニングセミナー開
催 １８名参加
・平成２９年９月７日　当金庫　創業支援資金「応援 」
の取扱開始
・平成２９年９月１５日　上越市主催「ｅコマースセミ
ナー」後援、加盟８支援機関参加
・平成２９年９月２７日　上越商工会議所主催「上越創
業者くらぶ」、第２回例会に支援機関として参加
・平成２９年１１月８日　上越市創業支援ネットワーク会
議、加盟８支援機関参加
・平成２９年１１月３０日　上越商工会議所主催「上越
創業者くらぶ」、第３回例会に支援機関として参加
・平成３０年１月２５日　上越市主催「「ｅコマースセミ
ナー」後援、加盟８支援機関参加
・平成３０年２月６日　第２回創業イブニングセミナー開
催　１８名参加
・平成３０年２月２０日　上越商工会議所主催「上越創
業者くらぶ」、第３回例会に支援機関として参加

A09 上越信用金庫 230 A-1-3
C-2-2

上越地域連携プ
ラットホーム事業

・上越信用金庫が代表機関となり、上越商
工会議所、新井商工会議所、糸魚川商工
会議所、新井信用金庫、糸魚川信用金庫
の5機関と連携し、登録支援機関「上越地
域プラットホーム」を設置。
・主に、ＩＴシステム(支援ポータルサイト：通
称ミラサポ）を活用し、専門家派遣事業、合
同セミナー、ビジネスマッチング、連絡協議
会、合同研修会等の地域機関連携を行い、
地域の中小企業・小規模事業者へのビジ
ネス創造や経営改善・革新等のサポートを
行うことで、地域経済の活性化を図る。

・平成２９年５月１１日　第１回連携連絡会議　加盟６支
援機関参加
・平成２９年５月２２日　第２回連携連絡会議　加盟６支
援機関参加
・平成２９年７月５日　上越市共同主催　事業承継セミ
ナー開催　（事業者向け）　８０名参加
・平成２９年９月１２日　事業引継ぎ支援センター活用
推進会議、当金庫にて開催　８名参加
・平成２９年１１月２１日　上越商工会議所主催「ビジネ
スマッチング個別商談会in上越」支援、加盟６支援機
関対応
・平成２９年１１月２４日　上越市主催　事業承継セミ
ナー支援　　２７名参加
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A09 上越信用金庫 240 A-1-3 信州大学繊維学
部との産学金連携

　長野県信州大学繊維学部との業務連携
により、取引先企業の技術開発や製品開
発等について大学への橋渡し役を担い、取
引先企業の課題解決の支援を行いなが
ら、地域経済の活性化を図る。

・通年を通した連携体制の継続
　連携事業の内容
（１）産学官連携に関すること
　　 ①技術相談
　   ②共同研究
　   ③受託研究
　   ④研究者の紹介（専門知識の提供）
　   ⑤大学の設置機器の利活用、分析、試験の依頼
　   ⑥産産連携（企業間ビジネスマッチング）
（２）地域産業振興に関すること
（３）教育・研究に関すること
（４）その他（両者が必要と認める事業）

・現在の継続案件　１２件（対前年比２件増）
　累計　１８件（対前年比４件増）
　平成２９年４月１日から平成３０年2月末までの新規
　相談件数　４件（対前年比２件増）
　※新商品開発事業　３件、ビジネスマッチング　１件
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A09 上越信用金庫 250 B-2-2
B-2-3
C-2-2

各種ローン・積金
等の円滑な提供

　若い世代の経済的安定、結婚、出産・子
育てへの支援、仕事と生活の調和を図るた
め、金融機関の本業を意識した課題解決
支援を実施。
　
◆各種ローン（カードローン、カーローン、
教育ローン、ブライダルローン、住宅ロー
ン）の提供。
　 経済負担を考慮した金利優遇もあり。
　※地域に就職する若年層、地元出身の新
社会人、Uターン、Iターンの新社会人
　　　への支援等、あらゆる場面での円滑な
資金提供を支援。
◆ファミリーサポート積金の提供
　余暇・レジャー、健康・医療、生活サービ
ス(保育・介護)等のさまざまな生活シーンで
利用できる「ライフサポートサービス」や24
時間電話健康サービス、セカンドオピニオ
ン、糖尿病臨床医紹介サービス、あたまの
健康チェックテスト等が無料で利用できる
「健康関連サービス」が付加されている積
金。

・通年を通した取組み
　あらゆる場面での各種ローン（カードローン、マイ
カーローン、教育ローン、 ブライダルローン、住宅ロー
ン）等の円滑な提供

・平成２９年４月１日　女性応援ローンの取扱期限の延
長
　平成２８年７月１日から取扱いを開始した平成２９年
３月３１日 期間限定　取扱商品「しんきんカーライフプ
ラン　ｆｏｒ　Ｌａｄｉｅｓ」の取扱期限を1年間　（平成３０年３
月３０日まで）延長。

・平成２９年６月１５日　当金庫のホームページのリ
ニューアル。休日相談のＷＥＢからの申込みについて
充実を図った。
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A09 上越信用金庫 260 C-1-2
C-2-2

ふるさと絆プロジェ
クト事業

　当金庫は経営理念に掲げているとおり、
地域社会の繁栄を願い、人々の夢の実現
と中小企業の発展に貢献していくことが、地
域金融機関としての社会的使命であると考
えております。
　これら「信用金庫の原点」でもあります取
組みを一層強化していくため、「ふるさと絆
プロジェクト」を立ち上げ、2つの柱を基に継
続的な活動を行っています。
　一つは、『課題解決型金融への取組み』
です。
　活力ある地域経済の活性化と中小企業
への各種サポート、事業性評価に基づいた
融資、コンサルティング機能の発揮により
一層の金融仲介機能を強化し、地域密着
型金融を通じて地域社会の持続的な発展
に貢献してまいります。
　もう一つは、『地域貢献活動』です。
　金融機能の提供にとどまらず様々な地域
貢献活動の実施により、地域における存在
感を一層高め、地域に暮らす皆様との密接
な関係を継続してまいります。
　上越信用金庫は、常に「地域」を大切に活
動を行ってまいります。

・平成２９年４月１３日
　ふるさと絆プロジェクト作業部会開催
・平成３０年３月
　ふるさと絆プロジェクト作業部会開催（予定）
・課題解決型金融への取組み
　「しんきんの安心サポート相談会」の開催（毎月１回）
　「休日相談会」の実施（毎月４回・日曜日）
・地域貢献事業
　平成２９年　６月　平成２９年度第１回景気動向調査
の実施、公表
　平成２９年　９月　平成２９年度第２回景気動向調査
の実施、公表
　平成２９年１２月　平成２９年度第３回景気動向調査
の実施、公表
　平成３０年　３月　平成２９年度第４回景気動向調査
の実施、公表（予定）
・平成２９年４月から平成３０年１月
　各種地域行事への参加
　役職員参加事業　５４事業（前年比６事業増）
　総勢　５８８名の参加（前年比５名増）
・平成２９年７月２７日
　金融リテラシー教育事業　高田商業高等学校1年生
の会社見学
  受入金庫内の見学
　金融、ビジネスマナー講座の開催
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A-3-2 【ライフサポート事業】
○年間通じての労働、生活、よろず何でも相談窓口の
開設
　　・年間約100件の相談あり
　　・2月8、9、10日　集中相談日とし、上越タイムスに
広告掲載

B-1-1
B-2-1

【オータムパーティ】
○市内飲食店を貸切。35才以下の男女各40名での婚
活パーティの実施。

A-3-3 【ボランティア事業】
○平成30年2月24日
　　・上越市中山間地域支え隊
　　・うらがわら・やすづか灯の回廊　灯籠づくりへボラ
ンティア30名派遣

A10 連合新潟上越地
域協議会

270 働くことを軸とする
安心社会の構築
事業

　「働くことを軸とする安心社会」は、働くこと
に最も重要な価値を置き、誰もが公正な労
働条件のもと多様な働き方を通じて社会に
参加でき、社会的・経済的に自立することを
軸とし、それを相互に支え合い、自己実現
に挑戦できるセーフティネットが組み込まれ
ている活力あふれる参加型の社会である。
　知識や学歴によってその夢を果たすこと
ができないでいる若者。非正規労働で働
き、将来の展望が見いだせない労働者。職
場の理解も得られずに就労をあきらめてい
る母親。親の介護で支援を受けられず就労
をあきらめざるを得ない労働者。トラブルで
職を失ったり、心身の障がいから就職先が
見つからない失業者。年をとってこれまで
のようなかたちでは働くことが困難になった
人々は、もっと柔軟なかたちで働ける就労
環境を望んでいるのに彼らの力を活かせる
職場が少ない。社会参加したいのにそのよ
うな機会が限られている。
そのための具体的な活動として
　1.地域の問題点を掘り起こすため労働相
談ダイヤルを常設し、個々、団体の問題解
決を行う。また、メンタル
　　ダウンしている相談者には連携機関へ
の取り次ぎ等を行っている。
　2.最低賃金、ワークルール等の啓発のた
め、街頭行動等を行っている。
　3.基礎的なワークルールを知らないまま
社会へ出て、トラブルによる離職を防ぐた
め、学校等へ出向き出前講座
　　を行うとともに、チラシ等の配布を行って
いる。
　4.関係自治体へ労働問題に対する要請を
行っている。
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A11 上越市町内会長
連絡協議会

280 C-1-2
C-2-1
C-2-2

地域コミュニティの
窓口と人材育成事
業

　当協議会は市政執行の円滑な運営に協
力するとともに、関係機関等に対して所要
の連絡を密にし、市の発展に寄与すること
を目的に市内816の町内会で組織してい
る。

〈町内会長まちづくりの集い〉
　地域コミュニティの核である町内会を代表
する町内会長（816人）や町内会役員等を
対象に、市長による市政に関する講話やま
ちづくりの専門家による講演会を実施し、ま
ちづくりに関する情報を提供することで地域
の活性化や課題解決に取り組む。（6月下
旬開催）

〈先進地視察研修〉
　歴史的街並みを活かしたまちづくりや防
災のまちづくりに取り組む市外の先進地等
の視察を行い、各地域の活動に活かす。
（10月下旬～11月上旬実施）

○「町内会長まちづくりの集い」の開催
○視察研修の実施(11月実施）

A12 上越市小中学校
PTA連絡協議会

290 B-1-1
B-2-3
B-2-4

小中学校PTA連絡
協議会研究大会

期　　 　日：平成27年11月23日（月・祝）
会　　　 場：上越文化会館大ホール
参  加  者：市内小中学校PTA会員　1,500
人
開催目的：子どもたちの抱えている課題を
把握し、今後のＰＴＡ活動の方向性を参加
者全員で模索する。
内　　　容：著名な講師による講演会を実施
する予定です。講演内容は今年度、市P連
が取り組んでいるアウト・メディアの推進に
関係する内容でお願いします。
 ・メディアの利便性と危険性を踏まえた正
しい使い方の一層の周知
 ・携帯・スマホに係る問題
学年を追うごとに携帯依存が顕著になり生
活習慣が乱れること。ライン等による友人
間のトラブルが発生していること。

○日　時：平成29年11月23日（祝・木）
○会　場：上越文化会館大ホール
○参加者：市P連会員、来賓、一般来場者
　　　　　　　合計約1,500名（予定）
○内容　講演会
　テーマ「子育てを楽しむために」
　講師　大東　めぐみ　氏
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A12 上越市小中学校
PTA連絡協議会

300 B-2-3 ブロック別 交流親
善大会

市内を10ブロックに分け、各ブロックでＰＴＡ
会員相互の交流と親睦を深めるために実
施している。

内　容：各ブロックにより実施種目は異なる
が、野球大会、バレーボール大会を実施し
ているブロックが多い。 その他の種目とし
てはソフトバレー、ボーリング、綱引きなど。
各ブロックが趣向を凝らして実施している。
その後、懇親会（情報交換会）を実施し、更
なる親睦を図っているブロックもある。

○日　時：平成29年6月から11月
○会　場：各学校グラウンド、体育館など
○参加者：市P連会員
○内　容：10ブロック別による親善大会　野球、バレー
ボール、ソフトバレーボール、ボーリングなどで交流を
図る予定。

B01 金谷北地区農村
元気会

310 A-1-4 集落活性化に向け
た地域の将来ビ
ジョンの作成

１　地域の将来ビジョンの作成
　⑴　大学教授を招聘し、多角的な視点か
らのアドバイスを受けるワークショップを
　　　 開催する。
　⑵　地域住民の意識改革を促すため、将
来ビジョンを作成する。

○平成27年度は4回のワークショップを開催し、2月に
「将来ビジョン」の冊子を刊行し全戸に配布した。今後
はこの将来ビジョンをもとに活動を進めていく。

◯平成28年度以降は、昨年度作成した将来ビジョンを
実行に移している。

B01 金谷北地区農村
元気会

320 A-1-1
A-1-4

コメや野菜の特産
化と販売方法の拡
大

２　コメや野菜の特産化と販売方法の拡大
　⑴　地域特産物の発掘と集荷方法の検討
と実施
　⑵　購買者のためのサービス体制の構築
（朝市・トラック市、正善寺工房等の直売所
　　　 の活用）

正善寺・滝寺出荷組合
○滝寺町内の資金で滝寺開発センター北側土地を整
備し、駐車場として使用できるようになった。
○「昭和町朝市」の他に「ゆずや朝市」も始まり、通年
で行っている。
○上越妙高駅での対面販売や正善寺工房での対面
販売も行っている。

滝寺ファーム
○RESTEC（衛星画像解析の会社）と共同で衛星画像
を利用し、おいしいコメつくりを行っている。肥料の効き
具合・刈取り時期の確認・食味判断などを考えてい
る。
○地元団地住民にコメを販売するため、注文書を配
り、販売促進を行った。
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B01 金谷北地区農村
元気会

330 A-1-1
C-1-2
C-3-1

集落活性化に向け
たイベントの実施と
地域ＰＲ・バス利用
促進

３　イベントの実施と地域ＰＲ・バス利用促
進
　⑴　地域資源（歴史や文化）を活用したイ
ベントの実施
　　　・イベント実施体制の確立と近隣への
ＰＲ
　　　・地域住民のイベントへの参加と意識
改革
　　　・正前寺線バス利用を促進し、地域発
展の足がかりとする
　⑵　地域資源の再発見のための講師招
聘による講演会を行う

○「春日山古道散策マップ」が完成し、関係諸団体に
配布した。
○正善寺線バス利用促進のためのイベントを3回行
い、春日山古道やアジサイロードを散策する会を行っ
た。

○活動を継続するため、今後のイベントの在り方を工
夫し資金を稼ぎ出す方法を探る。

B01 金谷北地区農村
元気会

340 C-1-2 野生鳥獣被害対
策

４　野生鳥獣被害対策
　⑴　イノシシ被害対策の実施：電気柵の
設置と捕獲、見回り
　⑵　捕獲したイノシシを活用した地域住民
の親睦・交流の促進検討

◯電気柵を取り付け、イノシシ被害を減らした。
◯捕獲したイノシシ4頭を解体して肉を活用した会を開
き、町内や他町内の人との交流を行った。
◯猟友会と協力してイノシシの捕獲を行い、イノシシに
圧力をかけ棲み分けを図るとともに、イノシシの活用を
考えた。

◯春日山が禁猟区であったことで、イノシシの繁殖地
になっていた。そこで、上正善寺町内会小澤富美雄氏
が市にはたらきかけて、イノシシの禁猟区を解き、捕
獲できるようになった。このことから、この春のイノシシ
被害が減ることを期待する。
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B02 上越市中山間
地域元気な農業
づくり推進協議会

350 A-1-1
A-1-4

上越市中山間地
域元気な農業づく
り推進事業

　中山間地域等直接支払交付金を活用し、
農地保全と担い手育成を推進することによ
り、中山間地域農業の振興を図る。また、
地域マネジメント組織を核とした中山間地
域の農業と農村を持続的に担う体制の確
立を図る。
○農産物等庭先集荷サービス事業、多様
な主体との連携活動支援事業、ふるさと玉
手箱
　 事業による支援（市補助事業）
○推進協議会、現地研修会等の開催
○国の「農村集落活性化支援事業」の活用
と取組支援
    ・2つのマネジメント組織を含む市内4地
区が平成27年度から5か年計画で農村の
維持
　　 活性化を図る取組を実施する。
     （事業実施者：櫛池農業振興会、板倉
区中山間地域農業振興会、川谷もより協議
会、
　　　金谷北地区農村元気会）

○中山間地域等直接支払交付金を活用し、農地保全
と担い手育成を推進することにより、中山間地域農業
の振興を図る。また、地域マネジメント組織を核とした
中山間地域の農業と農村を持続的に担う体制の確立
を図る。

○従来の市単補助事業である「農産物等庭先集荷
サービス事業」「多様な主体との連携活動支援事業」
「ふるさと玉手箱事業」による支援のほか、平成29年
度新規市単補助事業として、農地フル活用及び特産
化の推進のため、作物が作付されていない農地に山
菜の栽培を始める農業者等の団体を支援する「中山
間農地活用促進モデル事業」を実施する予定。

○推進協議会、現地研修会等の開催

○国の「農村集落活性化支援事業」の活用と取組支
援
・平成27年度に市内4地区が採択され、5か年計画で
農村の維持活性化を図る取組を実施している。平成
28年度からは新たに1地区が採択され、取組を開始し
た。
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B03 上越発酵食品
研究会

360 A-1-1
A-1-3
A-1-4
A-2-1
A-3-2

発酵食品の研究
開発と「発酵のま
ち上越」のＰＲ

　農水・商・工連携により、発酵食品による
地域ブランド創りを通じて、「発酵のまち上
越」を確立する。
【実施体制】
　別紙のとおり
【取組内容】
　・市の支援メニュー等を活用し、既存の発
酵食品の磨き上げや発酵を活用した新商
品
　　開発を促進
　・上越の伝統食品として、食育やイベント
参加による啓発活動
　・研究会の活動に関する情報の受発信
　・上越の発酵食品の販路拡大

今後はより多くの市民から「発酵のまち上
越」をＰＲしてもらえる体制をつくる。

・市の個別相談会を活用し、新たな発酵食品の開発や
商品のレベルアップを促す。
・上越食育フォーラムにて上越の伝統発酵食品「味
噌」のＰＲや、越後謙信SAKEまつりにて老舗料亭や高
校等と連携し、発酵食品を活用したメニューによるＰＲ
を実施する。
・研究会のホームページやフェイスブック等を通じて発
酵のまち上越をＰＲする。
・優れた発酵食品が市のメイド・イン上越に認証される
よう事業者へ促す。

B04 NPO法人
食の工房ネット
ワーク

365 A-1-1
A-1-3
A-3-3

食のネットワーク
事業

○地場産農作物を使用した加工品の製造
や販売活動等により、生産者と消費者、地
域と
　 地域との交流を促進し、地産地消を推進
する。
　　１．地場産野菜等を素材とした農産加工
品の開発研究
　　２．農産物や農産加工品の販売促進
　　３．多様な人材が活躍できる職場環境づ
くりと就労支援

〇28年度事業はすべて継続
〇雪が育てた自然の恵みシリーズの県外販売
   越後正善寺ブランド
・地域外商談会の積極的参加
・新商品揮発
〇農村に伝わる食の伝承事例集の聞き取り
・地域に伝わる食に関する昔の風習や食べ方保存の
仕方など忘れられないうちに聞き取り実際に作りレシ
ピの作成。

B05 雪だるま財団 370 A-1-1
A-1-2

雪エネルギーを活
用した商品研究・
開発

○雪エネルギーを活用した商品研究・開発
(（仮称）雪むろ食品推進プロジェクト)
 　雪をキーワードに上越地域における新た
な雪むろ食品のブランド化を目指した「（仮
称）雪むろ食品推進プロジェクト」を立ち上
げ、雪むろ食品を開発し販売する。開発し
た商品を広く紹介し、あわせて地元飲食店
での活用促進を図る。

○雪を活用した食品の貯蔵アドバイス、技術支援を随
時行った。
　　・雪室商品（雪室を活用し雪中貯蔵を行う食品）の
開発支援

 　・雪中貯蔵に取組む事業者を増やし、雪室商品を増
やしていくため、可能性のある食材について試験や情
報収集を行なった。
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B05 雪だるま財団 380 A-2-1
A-2-2

農山漁村・自然を
活用した体験交流
の受入

○農山漁村・自然を活用した体験交流の受
入（越後田舎体験推進協議会）
　　観光自然を農山漁村・自然・人と捉え、
「体験交流」を観光の目玉としてほんものの
体験・暮らしを提供できる地域として売り込
む。

○上越市と十日町市で、学校団体中心に受入を行っ
ている。29年度は3月までに40団体を受入れる予定。

○営業活動、情報発信の強化
　・営業活動（関東、関西方面）
　・情報発信研修会の開催

○農泊を推進するための各種研修会等を実施した。

○各地区へ出向き、地域の素材、人材、魅力などの調
査や意見交換を行なった。調査結果や意見をまとめ、
新しい体験プログラムの検討、既存のプログラムのレ
ベルアップ、・課題解決などにつなげていく。

B07 株式会社大光銀
行

401 A-1-3 しごとづくり応援事
業

1.目的：上越の新事業創出、地場産業の活
性化を支援
2.取組内容：
　①創業支援体制の構築
　②クラウドファンディングを活用した地域
産品のＰＲ
  ③医療・介護・福祉分野、農業・六次産業
化分野、環境・エネルギー分野、事業承継・
Ｍ＆Ａ分野への支援
　④ビジネスマッチング、商談会等による販
路開拓支援
  ⑤各種セミナー開催による情報提供
3.連携体制：上越市、金融機関、商工会議
所、その他関係団体

○「たいこうビジネスプランコンテスト2017」の開催（後
援：上越市）
○「たいこう創業塾」の開催
○医療・介護分野、農業分野、創業分野に係る金融支
援。事業承継・M&Aへの相談支援
○ビジネスマッチング、各種商談会の出展支援
○各種セミナーの開催

B07 株式会社大光銀
行

402 C-2-2 まちの活性化応援
事業

1.目的：空き家問題への対応、持ち家を活
用したゆとりあるセカンドライフづくり
2.取組内容：①空き家ローンの活用
　　　　　　　　②リバースモゲージの活用
3.連携体制：上越市、その他関係団体

○「空き家ローン」取扱受付中
○「リバースモーゲージローン」取扱受付中
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B08 株式会社第四銀
行（高田営業部）

410 A-1-3 地場産業の競争
力強化に向けた創
業・事業承継支援

【創業・事業承継支援】
目標：地域の新しい事業柱の育成支援、既
存産業の持続的な発展の支援
現状の取組：創業セミナーの開催、事業承
継へのコンサルティング、Ｍ＆Ａの仲介
将来的な取組：助成金を活用した新たな地
場産業の支援、既存産業の持続的な発展
の支援
連携機関：上越市、新潟県信用保証協会、
日本政策金融公庫、Ｍ＆Ａ提携会社

・グループ会社である、だいし経営コンサルティング
（株）と連携し、創業から持続的成長に至るまでを一貫
してサポートする「ニュービジネス・ワンストップサポー
トプログラム」を開始。
・新潟県内での地方創生に資する事業の育成のた
め、創業者や創業予定者を対象に優れた創業のアイ
ディア・取組を募集し選考・表彰する「だいし創業ア
ワード2017」を開催。
・「創業者寄り添い応援セミナー」「面白いほどよく分か
る創業基礎講座」をNICO、日本政策金融公庫、新潟
県信用保証協会と共同開催。
・上越市創業支援ネットワーク（市内金融機関等が参
加）として、創業者・第2創業者を対象とした「イブニン
グセミナー」を2回開催。

B08 株式会社第四銀
行（高田営業部）

420 A-1-3 地場産業の競争
力強化事業に向け
た販路拡大支援

【販路拡大支援】
目標：メイドイン上越産の全国へのＰＲ
現状の取組：新潟県内外でのビジネスマッ
チング、展示会・商談会の開催、ブリッジに
いがたを活用した観光・地元産品のＰＲを
東京へ直接発信
将来的な取組：クラウドファンディングの活
用提案、導入サポート
連携機関：上越市、大学、他金融機関

・グローバル市場開拓チャレンジプログラム（海外市場
開拓を検討中の顧客に対し、事前準備から海外取引
開始まで一貫性を持ってサポートするプログラム）の
一環として、「グローバル市場と為替・金利の見通し」
と題し、第四銀行高田営業部にてセミナーを開催。
・新潟の新しい地域ブランドの創造を目的に「第2回
NIIGATAビジネスアイデアコンテスト」を、（株）新潟三
越伊勢丹および東日本旅客鉄道（株）と共同で実施。3
社によるマーケティングやビジネスマッチングなどの事
業化に向けたサポートを提供。
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B08 株式会社第四銀
行（高田営業部）

430 C-2-2 地方都市における
経済・生活圏の形
成に向けた住宅取
得促進

【住宅取得促進】
目標：移住者の居住を安心してサポートで
きる体制作り、小さな拠点の仕組づくり
現状の取組：①中古住宅の担保評価を売
買価格を前提とした商品内容の充実
　　　　　　　　②上越ローンプラザによる利
用しやすい相談窓口の充実
将来的な取組：「中古住宅の情報館」として
市・民間業者・金融機関による共有化され
た情報データの提供（築年数・建築業者名・
町内案内図ほか）
連携機関：上越市、住宅関連業者、不動産
業者

・一般社団法人　移住・住みかえ支援機構（JTI)の「マ
イホーム借上げ制度」を活用した融資制度3商品の利
用促進。シニア層を対象にご自宅を売却することなく
住み替えの資金などに活用できるうえ、転貸される家
は子育て世代などの若年層等を対象とした賃貸住宅
として活用する仕組み。
①住みかえ住宅ローン
②空き家活用型リフォームローン
③空き家活用型リバースモゲージローン

B08 株式会社第四銀
行（高田営業部）

440 C-2-2 地方都市における
経済・生活圏の形
成に向けたＰＦＩ・Ｐ
ＰＰの推進

【ＰＦＩ／ＰＰＰの推進】
目標：ＰＦＩ／ＰＰＰの潜在ニーズの具現化
現状の取組：ＰＦＩ/PPPセミナの開催、地公
体ニーズの具体的なサポート、新潟県との
共同セミナーの開催
将来的な取組：地方の公共施設のＰＰＰ活
用提案、マーケット調査支援、事業計画策
定支援
連携機関：新潟県、上越市、中核企業、他
金融機関

・平成17年度に締結した新潟大学との包括連携協定
に伴い、地元就職に向けた学生・企業との交流促進と
して、上越地区の企業4社に新潟大学生が交流訪問を
実施。

B09 株式会社富山第
一銀行
（直江津支店）

450 A-1-3
C-2-2

仕事つくり事業、就
労支援事業

「地域（ふるさと）創生ファンドの提供」
・貸出条件面での金利優遇
・事業計画の策定支援（目利き力による融
資）
・専門家派遣支援
・各種事業にマッチした補助金情報の提供
・当行ネットワークを利用したビジネスマッ
チング情報提供

○事業計画の策定支援（事業性評価に基づく貸出条
件取組）
○各種専門家派遣による支援。
○積極的な補助金制度の活用。
○当行ネットワークを活用したビジネスマッチング推
進。
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B09 株式会社富山第
一銀行
（直江津支店）

460 「地方創生」に対す
る推進体制

・各地方自治体の「地方版総合戦略」の策
定に関し、当行は情報提供・分析・提案等
を積極的に行います。
・ビジネスソリューション部を本部とし、富山
県内の16自治体、新潟県内の2自治体につ
いて当該自治体を拠点とする支店の支店
長等を「地方創生担当窓口」に任命しまし
た。
　また、当行ビジネスプラザ支店にビジネス
ソリューション専担者を3名配置し、体制整
備に努めています。今後プロジェクトチーム
を立ち上げ、推進体制のさらなる構築を図
る予定です。
・「しごと」と「ひと」の好循環作りを加速させ
るため、当行では「ビジネスマッチング」、
「創業・新事業支援」、「海外事業支援」及び
「事業再生・資源再配分」といったサポート
機能を発揮するとともに、「地域（ふるさと）
創生融資」等の提供を通じ、地方創生支援
に向け本部、営業店が一丸となって取り組
みを進めていきます。

○富山県内の16自治体、新潟県内の2自治体担当の
各支店長と本部（ビジネスソリューション部）が連携し、
「地方版総合戦略」に対する提案を行っていく。
○PFIへの取組推進
　 ・自治体関係者と各自治体担当支店長によるミー
ティングを開催。取組実施状況、必要性、取組事例紹
介など自治体との連携を密にしてPFI事業へ取組む。
　 ・PFIへの金融支援策としてシンジケートローン組成
に取組む。
○産学官金連携による6次産業化推進
　　・金融機関としてのコンサルティング機能の発揮
や、当行のネットワークを最大限に活かし、6次産業化
の推進による地域活性化を目指す。
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B10 株式会社八十二
銀行（高田支店）

470 A-1-3 八十二銀行の地
方創生に向けた取
組

・別添「八十二銀行の地方創生に向けた取
組」に基づく地方版総合戦略策定への協力
・想定している取組方針、サポート内容につ
きましては別添資料参照願います。
　※一部長野県向け施策については対象
外となります。（コクーキングスペース、サ
ポートファンド等）
・具体的には、補助金を活用した創業支援
への協力が、一番現実的であると考えま
す。

①起業・創業支援
・創業（起業）予定者に対する創業計画書支援、専門
家紹介、人材斡旋等。
・新規創業先（創業前～創業後1年未満）への融資提
案。
・県事業引継ぎ支援センターへの案件取次ぎ。
②企業誘致・立地支援
・各支店への不動産情報、営業支援・斡旋情報の発
信。
・本部職員による関東地区の企業への個別訪問。
③次世代・成長産業育成支援
・ファンド投資（地域活性化・農業）提案。
・農業、医療・福祉事業者及び再生エネルギー関連融
資提案。
・地方公共団体へのPPP/PFI提案。
④外部専門家を活用した課題解決支援
・産学官金連携（信州大学、中小企業基盤整備機構
等）。
・外部専門家活用（ミラサポ、長野経済研究所アドバイ
ザー・アイシンコラボ）。
⑤移住促進支援
・関東圏の各店舗に移住相談窓口を設置し、住宅ロー
ン等紹介による移住促進。
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B11 株式会社北越銀
行
（高田支店）

480 A-1-3 「地域企業応援
パッケージ」による
「しごとづくり」への
貢献事業

1.背景（「地域経済分析システム(RESAS)の
データより）
　・企業数の減少（2009年と2012年の比較：
469社減少）
　・創業比率の低迷（2009年～2012年：全
国平均1.84％に対して1.37％）
2.目的・目標
　地域産業の競争力強化と雇用の創出
3.実施内容（「地域企業応援パッケージ」の
実施）
　①ふるさと投資（クラウドファンディング）、
②総務省の「地域経済循環創造事業交付
金」、③六次産業化ファンド、④技術協力
室、⑤日本政策金融公庫との女性活躍応
援連携融資パッケージ「トップレディー」など
当行の金融・コンサルティング機能を発揮し
ていくことで、創業、地域資源活用、地域ブ
ランド化、成長分野強化、女性の就労先確
保などを支援していく。
4.実施体制
　上越市内3ヶ店（高田支店、直江津支店、
南高田支店）と本部（コンサルティング営業
部他）が、貴市（「メイドイン上越」認証制度
とも連動)ならびに長岡技術科学大学・長岡
造形大学など大学や外部機関とも連携し、
上記事業を進めていく。なお、上記3.①につ
いては補助金を検討いただきたい。

〈すべて当行全体としての取組〉
○地域金融機関として、金融・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ機能を発揮
することで「しごとづくり」に貢献
・「ﾎｸｷﾞﾝ地方創生ﾊﾟｯｹｰｼﾞ」を活用した創業支援(創業
応援ﾛｰﾝ)、女性の活躍支援(女性活躍
　応援連携融資)への取組強化
・当行技術協力室による取引先への技術的課題解決
支援や、ものづくり補助金申請支援を実施
・創業140周年記念「①地方創生応援ファンド（融資商
品）」「②米百俵私募債ファンド」の取扱実施
　※①は取扱終了。収益金の一部について新潟県へ
の寄付を実施
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B11 株式会社北越銀
行
（直江津支店）

490 C-2-2 「地域企業応援
パッケージ」による
「まちの活性化」へ
の貢献事業

1.背景
　　①2014年4月、公共施設等総合管理計
画策定要請。2015年6月、骨太の方針に人
口20万人以上の自治体
　　　 のインフラ整備にＰＰＰ／ＰＦＩ検討原
則化
    ②地域交流・地域支え合いの拠点として
の機能強化の必要性
2.目的・目標
　　公共施設・公的不動産の利活用につい
ての民間活力の活用、安心な暮らしの確保
3.実施内容（「地域企業応援パッケージ」の
実施）
　　①ＰＰＰ／ＰＦＩ事業化・組成支援
　　　独立採算型による地域密着型ＰＦＩ事
業の取り組みサポート
　　②高齢者見守り事業への協力
　　　日常活動の中で発見した異変を関係
部署に連絡
4.実施体制
　　①民間資金等活用事業推進機構などと
連携
　　②貴市による事業実施が前提（警察・消
防、他金融機関、社会福祉協議会などと連
携）

○地域金融機関として、金融・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ機能を発揮
することで「まちの活性化」に貢献。
○空き家解体資金についてもリフォームローンで対応
中。
○創業・起業者を支援するため、創業応援ローンの金
利引き下げを拡充中。
○女性活躍応援連携融資を実施中。

B12 新潟県信用組合
地方創生推進委
員会

500 A-1-3
C-2-2

地方版総合戦略
の策定・推進に向
けた協力

・「けんしん地域活性化支援資金」による金
融支援　平成27年5月1日～平成28年3月
31日
・関係団体との協議、連絡による協力体制
の策定

＜地域活性化支援による貢献事業＞
○「けんしん地域活性化支援資金」による金融支援
○「創業・新事業支援ローン」による金融支援
○「けんしん創業アカデミー」開催による創業者支援
○「けんしん住宅ローン・まちづくり元気応援制度」に
よる定住支援・子育て支援各割引制度
○上越市まち・ひと・しごと創生協議会への参画
○上越地域限定「育メン・ママ友ローン」による子育て
支援
○「上越市創業支援ネットワーク」を通した創業者支援
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B13 日本政策金融公
庫　高田支店

510 A-1-3
C-2-2

事業創生プロジェ
クト

○事業創生プロジェクト
・日本公庫では、「新規開業資金」などのご
融資を通じて、あらたに事業を始める方や
事業開始後の方のお手伝いをさせていた
だきます。地元での開業企業数を増加さ
せ、地域の雇用を創出していきます。具体
的には、上越市創業ネットワークのメン
バーとして、創業セミナーの開催や公庫創
業サポートデスクを通じて、様々な情報提
供や提案と創業を志す方のバックアップを
行っていきます。

○上越市創業支援ネットワークによる活動
・第１回創業セミナー開催（29.8.8実施）
・第２回創業セミナー開催（30.2.6実施）
・創業塾開催（29.9.9～29.11.25の毎週土曜日（全10
回）実施）
・創業者くらぶへの参加（29.7.10、29.9.27、29.11.30、
30.2.20参加）
○新規開業貸付等の融資を実施

B13 日本政策金融公
庫　高田支店

520 A-1-3 事業継続支援プロ
ジェクト

○事業継続支援プロジェクト
・事業の安定と発展、廃業の抑制を図るた
めのお手伝いをさせていただきます。事業
所の維持・発展は、地域の雇用増加にもつ
ながり、市内への人の流入にもつながりま
す。具体的には、全国152支店網を活かし
たビジネスマッチングシステムの活用や公
庫主催の国内最大規模の国産農産物展示
商談会（アグリフードＥＸＰＯ）を通じての、上
越市内の企業家や農業家等の販路の開拓
支援を行います。また、廃業の抑止に資す
る事業承継支援資金を通じての金融支援
を進めていきます。

○商談会の開催
・アグリフードEXPO東京の開催（29.8.23～24実施）
・アグリフードEXPO大阪の開催（30.2.21～22実施）
○事業承継支援資金等の融資を実施
○まち・ひと・しごと創生貸付利率特例制度の実施
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B13 日本政策金融公
庫　高田支店

530 B-2-2
B-2-3

子育て支援プロ
ジェクト

○子育て支援プロジェクト
・日本公庫の「国の教育ローン」は、「家庭
の経済的負担の軽減」及び「教育の機会均
等」を目的として、昭和54年に創設されまし
た。これまでに全国で延べ500万件のご利
用をいただいております。
・日本公庫では、昨今の厳しい経済状況に
おいて多くのご家庭で教育費負担が増大し
ている中、「国の教育ローン」を通じて、国
内外の大学、専修学校、高校などの進学・
在学されるお子さまをお持ちのご家庭の方
を対象に融資による修学面の支援を行って
いきます。

○教育資金貸付（国の教育ローン）を上越市内の高校
に保護者への周知依頼を実施
○教育資金貸付（国の教育ローン）の案内を「広報上
越」へ掲載（30.1.15号）
○教育資金貸付（国の教育ローン）のポスターを直江
津駅及び高田駅構内に掲示（30.1.5～30.3.29実施）
○教育資金貸付（国の教育ローン）の融資を実施

B13 日本政策金融公
庫　高田支店

540 C-2-2 ソーシャル支援
ネットワークプロ
ジェクト

○ソーシャルビジネスネットワーク構築プロ
ジェクト
・日本公庫では地域社会の課題解決に取り
組み、安定的な雇用を創出しているソー
シャルビジネスの担い手である、ＮＰＯ法人
など地域の問題を解決しようとする事業者
さまを積極的に支援しています。
・日本公庫でソーシャルビジネス支援等の
経営支援を目的とするセミナーを全国各地
で開催しています。
・社会的課題の解決を目的とする事業者さ
ま、保育サービス、介護サービス等を営む
方、ＮＰＯ法人などを対象とした「ソーシャル
ビジネス支援資金」を創設いたしました。
・上越市や支援機関さまと連携させていた
だくことにより、ＮＰＯ法人などの事業者さま
からの融資のご相談・お手続きに対して、
迅速に対応できます。

○上越市ソーシャルビジネス支援ネットワーク会議の
開催（30.6.8）
・上越市共生まちづくり課、くびき野NPOサポートセン
ター、上越信用金庫、当公庫においてネットワーク会
議を開催
○無料相談会の実施（29.8.22、29.9.19、29.10.17、
29.11.21、29.12.19実施）
○市民活動体験ツアーに参加（29.6.24参加）
○ソーシャルビジネス支援セミナーの開催
・第１回セミナー（29.5.11実施）
・第２回セミナー（30.3.22実施）
・上越市ソーシャルビジネス支援ネットワークについて
周知
○ソーシャルビジネス支援資金等の融資を実施
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B13 日本政策金融公
庫　高田支店

550 A-3-1 高校生ビジネスプ
ラングランプリ

○高校生ビジネスグランプリ
・活力ある日本を造り、地域の活性化のた
めには、次世代を担う若者の力が必要で
す。高校生を対象に実社会で求められる
「自ら考え、行動する力」を培うことを目的に
日本公庫では「高校生ビジネスプラングラ
ンプリ」を開催しています。第2回（平成26年
度）グランプリには全国1,717件（207校）の
エントリーがあり、最終審査会に選ばれた
10校が東京大学伊藤謝恩ホール（東京都
文京区）プレゼンテーションに臨みました。
・日本公庫では応募いただいた高校を訪問
し、ビジネスプランや資金計画の作り方など
について「出張授業」を行っています。

○高校生ビジネスプラングランプリ
・上越市内の高校に高校生ビジネスプラングランプリ
について周知（29.4～29.6実施）
・出張授業及びグランプリへの参加を案内（29.5～
29.7）
・２校（高田高校、高田商業高校）で出張授業実施。

B14 株式会社オアシス 560 A-1-4
A-2-1
A-3-2

上越まるごと応援
隊
ＭｏｇＭｏｇシスター
ズプロジェクト【地
方創生推進事業
補助金活用】

1.上越市の食材を使ったイベントの計画
2.トラックを使った移動ＰＲ部隊の都会への
派遣（MogMogシスターズ）
　  ・地域の農産物：米・野菜・加工品など
　  ・地域のイベントの紹介ＰＲ（観光）
　  ・ツアー商品の紹介など
3.旅行代理店を共に行うMogMogツアー（雇
用）
　　上記についての計画を実行
　　これらについて新規雇用を生む

・野菜ふる里市（MogMogフェア）の拡大、上越妙高駅
事業は、今後取組みを協働するチームと継続する。
・今期中に市外での販売展開
・MogMogシスターズの増員
・県外からの観光農業、農家体験、宿泊
・商品開発（継続）2品目が出来上がり、継続中。
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B15 上越商工会議所
政策委員会（謙信
公）

570 A-2-1 謙信公聖地構想/
春日山城を核とし
た「しろ巡り＆まち
歩き＆食べ歩き」
【地方創生推進事
業補助金活用】

・上越商工会議所と（公社）上越観光コンベ
ンション協会が平成26年策定した「謙信公・
聖地（フィールド・ミュージアム）」構想を推
進し、観光交流人口の拡大を図る。
・上越市の観光振興重点地区である「春日
山城跡」の景観整備・観光客の受入れ体制
の構築、地域資源を活用した物産品・食の
開発を通して魅力向上を図る。
・同構想の各事業を順次実施していくことで
「謙信公・春日山」に観光客を呼び込み、同
所を起点とした市内周遊ルートを構築し、
経済波及効果を作りだす。＝上越市観光の
産業化
・上越商工会議所、（公社）上越観光コンベ
ンション協会、自治体、市内事業者、地域
連携（上田市等）を想定している。

旅行商品は引き続き販売していく予定だが、検討中
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B16 上越観光コンベン
ション協会

580 A-1-1
A-2-1
A-2-2

魅力ある観光地づ
くり事業

　当協会では、観光事業及びコンベンション
事業を当市への誘客の主軸とし、観光交流
人口を拡大させ、経済波及効果・定住人口
の増加につなげることを目標とする。
　○観光施設の運営：上越妙高駅、高田・
直江津駅観光案内所の窓口業務、海水浴
場等の管理運営
　○観光イベント：高田城百万人観桜会の
運営
　○観光宣伝事業：上杉謙信公、春日山、
高田公園の桜を中心にPRを展開
　○食を通じたPR：飲食店ガイドブックの作
成、ご当地グルメの開発・普及
　○着地型旅行商品の開発：観光ボラン
ティアガイド、二次交通、体験型商品
　○広域観光ネットワークの推進：上越・妙
高市連携事業、新潟・佐渡・上越市の3市
周遊ルートの形成、
　○コンベンション誘致：学会・スポーツ大
会の誘致、コンベンション主催者への支援
　○観光物産展推進事業：姉妹都市等での
物産展の開催
　○各種事務局：フィルムコミッション、上越
まつり、上越蓮まつり、レルヒ祭

・県、市と連携を図り、インバウンドおよび国内旅行商
品造成のため営業活動を行う。
・「謙信公・聖地（フィールドミュージアム）」構想を推進
し、交流人口拡大を図る。
・MICE誘致活動を行うため、上越MICE協議会の設立・
運営
・コンベンション誘致を推進するため、各種商談会への
参加
・観光・物産展を通じて市内特産品の販売、販路拡大
を目指す。
・着地型旅行商品の造成
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B17 上越観光案内協
会

590 A-2-1 古民家を核とする
地域コンテンツ創
造事業

　地域の担い手になる者の定住を促進する
為には、働く事だけでなく趣味や遊びを通じ
て生き生きとした暮らしの糧を得ることので
きる場が必要であり、また時代や環境の変
化に対応出来る柔軟な発想力を併せ持つ
粘り強い産業振興が必要。
　上越地域の基幹産業の農業や観光の振
興はもとより、自然志向型（信越トレール・
冬期間のバックカントリースキー・スノボ・
光ヶ原キャットツアー・クラブフールド妙高）
等々、上越地域ならではの地域資源を生か
した都市部との交流事業の更なる魅力化を
図る。
　（ＵＩＪターンの取り込みを狙った）取り組み
として日本人のみならず、旅慣れた外国人
旅行者に対し、日本の雪国の原風景を残
す築400年の古民家(江戸初期)と約3000坪
の庭園、山林、農地を持つ清里区のＳ邸を
有効利用し体験型ゲストハウス及びカフェ
＆レストラン・パン工房・ケーキ工房・地域
の生産者が作る、美味しくて安全な米と野
菜の販路開拓販売。
　訪れた人々にこの地域に豊富にある自
然・歴史・文化資源などをピンポイントで案
内しこの地のファンになってもらい共に適切
に保全する。
　上越地域の過疎地固有（中山間地）の地
域資源　雪・食・住・環境を組み合わせなが
ら取り組む（休耕田を利用する山菜園や雪
を利用した抑制栽培など）基盤を作り、この
古民家を新たな地域のコンテンツとして位
置づけ上越地域（糸魚川・十日町）の顧客
志向宿のモデルを目指す。

平成28年度に企画をし始めた「上越地域に点在する
旧家邸宅を結び、地域内外の観光客が周遊すること
による地域活性化を目指す」と、いう構想の実現に向
かい活動する。その中で、28年度に実施した「まちおこ
しの先進地を視察してこの地域の可能性をさぐる」とい
う活動は、それなりの成果を得たので29年度に継続し
て活かしていきたい。
具体的には
１．「上越市の名家を巡る旅」
　大島区 飯田邸/頚城区 滝本邸/頚城区 白田邸/三
和区 林 富永邸/戸野目 保阪邸
　以上の各邸を巡回し、歴史と重ねて現在を学ぶツ
アーを企画し具体的モデルを　作り出す。（29年6月に
実施に向け準備に入っている。）
２．インバウンドでこの地域を訪ねる外国人を各邸に
案内して、この地域を紹介するという計画を具体化す
る。他方で方向性の似た計画を進めている団体との
コラボレーションを図ることにより、よりふくらみのある
「おもてなし」が出来ると考えるので、積極的にその可
能性を探っていく。
３．長期にわたって進めてきた県外のゆかりの地域と
の連携を更に進めていく。
　藤岡市との交流では、28年度に戸野目 保阪邸のイ
ベントに観光バス1台が来越し好評であった。29年度
には同市の「藤まつり」への誘いが来ているので、出
来れば同規模にて応じたいと考えている。
４．28年度に村上市を視察に訪れたメンバーを中心に
組織作りが進んでおり、その組織でインバウンド受け
入れの体制作りを含めた動きを模索してる。
　これが具体的な活動に繋げられるよう考えていく。
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B17 上越観光案内協
会

新規 － おもてなしアップと
地域の魅力PRに
よる外国人誘客事
業【地方創生推進
事業補助金活用】

－ ・地域の飲食店・宿泊施設等の受入スタッフ向けスキ
ルアップ講座の開催。
・地域の「食」についての学習講座。
・モデルツアーの開催
・パンフレットの作成

B18 頸城観光協会 600 A-2-1
C-3-2

観光による地域活
性化

　頸城地域協議会で平成24年に区内の地
域団体等に地域活性化の為の事業提案を
促したところ65項目の意見や提案が寄せら
れ、頸城区に貴重な歴史・文化自然資産が
あり、これらを地域で守り、ＮＰＯや住民団
体があるが、地域を上げて魅力を総合的
に、企画、発信する機能に欠けている。観
光を核とした地域振興策が必要であるとの
多くの声があがり、これを受け地域協議会
が区内の各団体に対し、連携した地域振興
による、地域振興への参画を呼びかけたと
ころ多くの賛同を頂き、地域が主体となっ
て、取り組む、頸城区観光協会の設立を中
心とした、【観光振興を核とした頸城区地域
活性化事業】を地域を元気にするために必
要な提案事業として、提案した。上越市の
第６次総合計画の［すこやかなまち～人と
地域が輝く上越～］に合致するものとして第
一号に認定していただいた。

平成29年4月　○バスツアー　くびき振興会所有のワ
ゴン車を借用して、区内を対象としたツアーを予定。乗
車定員9名（運転手除く）で計画。 ○くびきのお宝残す
会イベント（コッペル、瀧本邸公開）PR活動
　 5月　○観光ボランティア講習会
　 6月　○東部地区（大蒲生田、玄僧）のほたる祭りPR
活動
　 8月　○雁金城狼煙上げイベントPR活動
　　　　 ○坂口記念館を会場にソーメン流しのイベント
開催
　 9月　○大池まつりに参画
　　　　 ○坂口記念館を会場に月見の会のイベント開
催
10月　○くびきのお宝残す会イベント（コッペル、瀧本
邸公開）PR活動
　　　　○バスツアー　くびき振興会所有のワゴン車を
借用して、区内を対象としたツアーを予定。乗車定員
の9名(運転手除く）で計画。
11月　○坂口記念館を会場に芋煮会のイベント開催
12月　○坂口記念館を会場にそば祭りのイベント開催
平成30年3月　 ○坂口記念館を会場に新酒を楽しむ
会のイベント開催　 ○同じくつばき祭りのイベント開催
他、団体会員側から要請があればPR活動などに適宜
対応する。
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B19 上越ワーキング
ネットワーク

610 A-3-3 共同受注・共同販
売事業

・平成22年4月1日に市内の障害福祉施設
のネットワーク（上越ワーキングネットワー
ク）を設立した（7月1日現在市内外15施設
加入、利用者約500人）
・ネットワーク設立以前は基本的に各施設
での仕事の受注となっており、大規模な仕
事の受注は困難であった。
・共同で受注することで大規模な仕事の受
注も可能となる。
・ワーキングネット内に、共同受注・共同販
売に関する部会を設置し、活動している。

〇上越市農福連携障害者就労支援コーディネート事
業の受託。
〇行政・企業から共同受注業務の受託。
〇各種イベントでの共同販売会の実施。エルマールで
の自主販売会実施。
〇PR活動。商工会議所へチラシ配布。毎月FMｊに出
演。H30年新年祝賀会での活動内容展示
〇PC等の基板回収事業

B20 ＮＰＯ法人上越地
域活性化機構

620 A-2-1 デジタルサイネー
ジ事業

【目的】
デジタルサイネージのネットワークを構築す
ることで、ＩＣＴを活用した情報伝達の基盤を
確立し、地域を活性化します。
1.上越地域の情報ターミナルを確立し、日
本一のＩＣＴを活用した街を目指します。
2.上越妙高駅を核として上越を訪れた人々
を地域へ誘導します。
3.交通の各拠点にデジタルサイネージネッ
トワークを構築し、利用効果を高めます。

【事業内容】
（1）デジタルサイネージの機器販売、設置
（2）デジタルサイネージの運用管理、保守
（3）広告営業
（4）コンテンツ制作
（5）地域の観光・産業さとの情報発信
（6）デジタルサイネージの普及拡大
（7）災害時等の緊急情報発信

平成29年度は実施なし
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B20 ＮＰＯ法人上越地
域活性化機構

新規 － オープンデータ利
活用セミナー「オー
プンデータの活用
で変わる地域社
会」【地方創生推
進事業補助金活
用】

－ オープンデータの利活用が地域社会の活性化に繋が
ることを知ってもらうため、オープンデータの利活用に
関するセミナーを行った。

B21 東京海上日動火
災保険株式会社
上越支社

630 A-1-3 東京海上グループ
ソリューションによ
る地方創生実現サ
ポート

●ＢＣＰ策定支援（（株）東京海上日動リス
クコンサルティング）
　 「巨大災害時の減災、早期復旧・復興に
向けたＢＣＰ策定支援（※自治体との連携
要）」

各地で既に開始している取組みの横展開を図るなど、
全社での連携を図りながら、「地方創生」に向けた取
組みを更に加速させていく。

B21 東京海上日動火
災保険株式会社
上越支社

640 A-1-1 海外輸出支援（海
外PL団体制度）

●海外輸出支援（（株）東京海上日動リスク
コンサルティング）
　 「輸出先国の法規制調査」「製品リスク洗
出し」「取扱説明書・警告ラベル診断」「海外
ＰＬ制度」

本制度のうち海外ＰＬ保険は、輸出した製品による海
外での対人・対物事故による賠償責任を補償するもの
で、商工会議所のスケールメリットを活かした割安な
保険料水準で加入いただける。

完成品メーカーだけでなく、直接輸出をしていない部
品・原材料メーカーであっても、自社製品が完成品に
組み込まれて間接的に輸出される場合は賠償リスク
がある。これら間接輸出品は自動補償のため、部品・
原材料メーカーにも提案を推進する。

B21 東京海上日動火
災保険株式会社
上越支社

650 A-1-1
A-1-4

農業経営安定化
支援（異常気象災
害時のリスク低減）

●農業経営安定化支援（東京海上日動火
災保険㈱、㈱東京海上日動リスクコンサル
ティング）
　 「異常気象災害時のリスク低減（※金融
機関様と提携要）」「食中毒事故対応、品質
管理コンサル）

○個別提案の継続

B21 東京海上日動火
災保険株式会社
上越支社

660 A-2-1 外国人観光客の
緊急時医療相談
窓口開設

●外国人観光客の緊急時医療相談窓口開
設（東京海上日動メディカルサービス㈱）
　 「日本国内での外国人向け医療相談（英
語・中国語・韓国語・スペイン語・ポルトガル
語対応）」

○事業ID680への統合
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B21 東京海上日動火
災保険株式会社
上越支社

670 A-1-3 人材採用・雇用対
策

●人材採用・雇用対策（㈱東京海上日動
キャリアサービス、東京海上日動火災保険
㈱）
　 「社員採用時の人材紹介」「代理店候補
生の採用・育成による雇用創出｣

○東京海上日動キャリアサービスによる、社員採用時
の候補人材のご紹介サービス

B21 東京海上日動火
災保険株式会社
上越支社

680 A-1-3 団体保険制度によ
る企業防衛（「海外
PL（間接輸出を含
む）」業務災害補
償（ストレスチェッ
クサービス提供）

●団体保険制度による企業防衛（上越商
工会議所、東京海上日動火災保険㈱）
　 「海外ＰＬ制度（グレーゾーン対応型）」
「業務災害補償制度（ストレスチェックサー
ビス付帯）」

○ビジネス総合保険制度の普及強化によるインバウ
ンドビジネス支援サービスの普及推進

　◆インバウンド情報提供サービス
　◆インバウンドコンサルティングサービス
　　（ａ．集客力強化支援、ｂ．受入態勢強化支援）
　◆多言語電話通訳サービス（事故やトラブル時の通
訳）
　◆おもてなし診断サービス

○企業の休業補償の普及推進

B21 東京海上日動火
災保険株式会社
上越支社

690 A-3-3 女性の活躍推進に
向けた環境整備

◆女性の活躍推進に向けた環境整備（東
京海上日動メディカルサービス㈱）
　｢小児緊急電話相談を含むメディカルコー
ルセンターによる働く女性サポート」

○サービス提供

B21 東京海上日動火
災保険株式会社
上越支社

700 B-2-4 ＣＳＲ活動としての
教育支援

◆ＣＳＲ活動としての教育支援（東京海上
日動火災保険㈱）
　「みどりの授業（環境啓発）」「ぼうさい授
業（災害対策）」※小学校向け

○サービス提供
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・「ストレスフリー」「老いを楽しむ」「有意義
に生きる」をキーワードとしたサクセスフル
エイジングを体現できる街づくりを推進し、
交流人口の拡大を図る。
・上越地域の特性を活かし、首都圏に住む
リタイア世代の生活体験パッケージ『心身と
もに健康でアクティブに生きる』を構築す
る。
・構築にあたっては産業界（農・林・漁・商・
工）、学術機関、先進地域と連携。
・パッケージ例として、
　　・発酵食品で健康に！　・日本酒でジャ
パンパラドックス～上越の酒で老けない人
生を！
　　・雪中運動で健康に！　・体験農園でリ
フレッシュ！　・・・など
・当地に滞在してもらうにあたっては、空き
家（市街地・山間地）、農園などを有効活用
する。
　※地域住民との交流を通じ地域コミュニ
ティーに溶け込み、上越市を好きになっても
らう。
・さらに、社会的ストレス過多が引き起こ“未
病”（病気ではないが健康でもない状態）に
関する研究も行う。
・地元企業が連携し、未病改善に取組み、
データを集積することで次世代に活用。
・「老い」を研究する機関を設置し、福祉・医
療・教育分野に活かす。

事業共同体（構成団体は下記想定）
・自治体（新潟県及び上越市）
・民間企業（健康産業関連企業など）
・大学・研究機関（上越教育大学など）
・連携協力自治体
※上越商工会議所青年部→事業共同体へ
の側面的支援を担う

○特に事業を計画していない。B22 上越商工会議所
政策委員会
（青年部）

710 C-1-1
C-1-2
C-2-1

～ストレスフリーな
まちづくりで、交流
人口を増やす！～
　日本海側で初め
ての「老いを楽しめ
るまち」を作る！
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B23 平安セレモニー株
式会社

720 B-2-1 結婚支援サポート
事業

事業背景
・若い世代の結婚離れは、情報化社会、社
会情勢の変化により、お付き合いに消極的
な男女が増加している傾向が原因でもあ
る。お付き合いの楽しさ、結婚を目的とする
ことの理解の必要性、その為には、まずは
自分に自信をつけてもらい、出会いの場を
提供した上で、積極的にお付き合いを後押
しすることが求められている。
事業内容
・未婚の方が、自分に自信をつけて婚活出
来るように、自分磨きが目的のプライムレッ
スンの開催。
・未婚の方同士がお付き合いの相手を見つ
ける婚活パーティの開催。
・登録者同士の紹介シートを用いたお見合
いシステムの導入。
・登録者へ専任のコンシェルジュが丁寧に、
その方に合ったサポートを行う。

事業を実施していない

B24 上越商工会議所
政策委員会
（女性会）

730 B-2-1 上越商工会議所
めぐりあい事業

・「上越商工会議所　めぐりあい事業」と題
し、会員企業従業員の独身男女の出会い
をサポートし、当市での結婚・就業・定住、
そして人口減少の克服（少子化対策）を目
指す。
・会員企業約2000件のスケールメリットを活
かした男女の出会いの場を提供でき、会議
所が行うことで参加する男女にとっては安
心感（送り出す企業も同様）がある。
・従業員が出会うことで異業種交流にも繋
がり、企業側にとっても会社経営の活性化
となる

上越商工会議所女性会としては、今後独自の婚活事
業を実施するため、H29年度は準備期間として、親会
主催の事業「お料理婚活」「クリスマス婚活」を見学し、
更に先進地視察として、長野県商工会議所の婚活事
業「こんぴあNAGANO」の内容についてお伺いするべく
3月に訪問・懇談を行い、見識を深めた。
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B25 上越助産師会 740 B-2-2
B-2-3

母子保健事業 （１）会員　施設勤務と個人開業
（２）事業内容
　   ①助産師会　いいお産の日　10月24日
妊婦10名に沐浴プレゼント
   　②上越市母子保健事業
　   ③妙高市母子保健事業
　   ④性の健康講座
　   ⑤その他
　　    個人開業で沐浴、乳房ケアー、助産
院経営、上教大講師、上越看護学校講師
など

○助産師会・・・いいお産の日。H29.11.19実施。秋色
縁日に参加
○上越市母子保健事業
○妙高市母子保健事業
○性の健康講座
○その他
　 個人開業で沐浴、乳房ケアー、助産所経営（H29.8
廃業）、上教大講師など。

B26 NPO法人マミー
ズ・ネット

750 B-2-2
B-2-3
B-2-4

子育て親子の居場
所づくり

○子育て親子の居場所づくり
　・地域で支えあう仲間作りと「孤育て」の解
消を目的とする

○乳幼児を子育て中の親が、親子で交流し、互いに支
え合える関係づくりの場として、「子育ての応援ひろば
ふぅ」を週に2回開設

B26 NPO法人マミー
ズ・ネット

760 B-2-2
B-2-3
B-2-4
B-2-5

子育て情報の発信
【地方創生推進事
業補助金活用】

○子育て情報の発信
　・じょうえつ子育て応援誌 With Kids の発
行
　・JCV『子育て応援団』の企画参加
　・地元密着のすぐに使える子育てに役立
つ情報の提供
　・じょうえつ子育てinfo
　　　上越市で子育てする人、特に転入者
や初めて子どもをもつ親等に向けて、利用
できる子育て支援制度や民間の情報、地
域で子育てするために知りたい情報などを
1人1人に合わせて伝え、コーディネイトを行
う。

○「じょうえつ子育て応援誌With Kids NEWS」を年に3
回発行
○JCV「子育て応援団」の企画参加（29年度は企画会
議開催なし）
○親子向けイベント情報の収集と発信
○イベントカレンダーの製作(毎月）
・主催団体に関わらず、乳幼児から参加できる親子向
けのイベントやセミナー等の情報を収集し、1カ月ごと
のカレンダーを作成する。
・作成したカレンダーは、市内の協力してくれる施設に
配置や掲示を依頼するとともに、当団体のHP上で公
開する。

B26 NPO法人マミー
ズ・ネット

770 B-2-2
B-2-3
B-2-4

学習・啓発活動
（講座・フォーラム
の開催）

○学習・啓発活動（講座・フォーラムの開
催）
　・子育て及び子育て支援に関する講習の
実施
　・企業への出前子育て講座の実施

○新潟県少子化対策モデル事業の一環として子育て
中の人にむけてのミニセミナー、および子育て支援者
に向けてのセミナーを実施

B26 NPO法人マミー
ズ・ネット

780 B-2-2
B-2-3

子育てサークル支
援

○子育てサークル支援 ○育児サークルの活動を促進するための情報交換・
連携を目的とした「育児サークルお茶会」の実施
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B26 NPO法人マミー
ズ・ネット

790 B-2-2
B-2-3
B-2-4

保育コーディネート ○保育コーディネート ○企業・行政・団体等からの依頼により随時実施

B26 NPO法人マミー
ズ・ネット

800 B-1-1
B-2-1
B-2-3

ライフステージリ
レーネットワーク事
務局

○ライフステージリレーネットワーク事務局
　・平成26年度新潟県地域少子化対策強
化事業「地域ネットワーク構築事業」として
　　発足・上越地域で出会い・結婚・妊娠・
出産・子育てに関わる37団体が参加してい
る。

〇ネットワーク団体間でのメール等を通しての情報提
供

B26 NPO法人マミー
ズ・ネット

810 B-2-2
B-2-4

地域ができるネウ
ボラ型支援プロ
ジェクト

○地域ができるネウボラ型支援プロジェクト
　・新潟県少子化対策モデル事業として今
年度から29年度まで実施
　・「地域のネウボラ（地域の助言の場）」を
開設し、精神的、時間的にゆとりをもって
　  子育てできるように支援を行う。

○乳幼児を子育て中の親が、話がしたいときや聞きた
いことがあるときに、訪れることができる「子育て応援
ちょこっと」を週2回開設。同じ時間に短時間の一時預
かりを実施。
○乳幼児と2人きりでいる母親が困ったときに訪問でき
る事業「ちょこっとSOS訪問」を実施

B26 NPO法人マミー
ズ・ネット

820 B-2-5 上越での子育ての
魅力PR事業

○イメージ戦略
　・フォーラムを開催し、「子育ていちばんは
この上越で」を全国にＰＲし、Ｕ・Ｉターン者
　 を呼び込む。上越で暮らすあらゆる世代
に対して上越が子どもを産み育てやすい
　 まちであることをＰＲし、上越を選び住み
続けたいと考える若年層を増やす。
　 実施主体としては、官民、大学やＮＰＯ等
が連携して行う。

○県外、市外での子育てに関する講演のなかで、上
越の子育て支援について紹介する。
〇作成した「子育て環境の魅力発信パンフレット」を活
用して、上越の子育て環境について紹介する。
○SNS（インスタグラム）上で「＃上越の子育て」として
発信を行うベースをつくり、子育て中の保護者にもよび
かけて、上越の子育て環境の魅力を発信。
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1）背景
・上越市の観光戦略においては選択と集中
により「上杉謙信公」による観光イメージの
確立を掲げ、重点
エリアとして「謙信公の居城・春日山城跡周
辺」と「花と雪の城下町高田」を集客の目玉
とし、そこから市内各所の観光資源への周
遊を目指しているが、直江津観光の生きる
道は果たしてその戦略でよいのか？否、市
の方針を踏まえつつ、直江津独自の観光
戦略が望まれるところである。
2）目的
・直江津の5つの観光コンテンツを戦略を
もって発信し、事業化していく。
　①首都圏から一番近い日本海・直江津
　②親鸞さまに会えるまち・直江津
　③迷路のような路地のまち・直江津
→　「人々が生き生きと暮らすまち・直江津
」の実現
　④旅情あふれる物語のまち・直江津
　⑤祭りに燃える浜っ子のまち・直江津
3）実施内容
　・観光、旅行斡旋に関する広告、宣伝、手
配、観光案内に関する業務
　・まちあるきツアーの実施業務
　・観光素材の開発と情報発信業務
　・地産地消による関連産業の振興業務
4）実施体制（協力・連携団体）
　・現在模索中ですが協力体制を構築した
い団体、組織として上越市、上越市観光コ
ンベンション協会、
　　JTB等旅行業者、地元旅行代理店等の
皆様、地元商店街、地域の食文化のネット
ワークの皆様など

B27 LLCまちみらい直
江津

830 A-2-1
C-1-1

直江津地域観光
のランドオペレー
ター事業

三八朝市での出店他
①旧直江津銀行官営運営事業
②旅情のまち・直江津まちあるきツアー
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B28 高田本町まちづく
り
株式会社

840 C-1-1 イレブンプラザ　イ
ベント誘致事業

イレブンプラザイベント広場へのイベント誘
致
・商店街への来街のきっかけとして、イレブ
ンプラザイベント広場への毎週末のイベント
誘致をおこなう。
・「毎週何かやっている商店街」というイメー
ジの確立。
・商店街店舗や他団体と連携し、イベント来
場者による商店街の回遊及び、店舗への
経済波及効果を目指す。

○イレブンプラザイベント広場へのイベント誘致
　　・商店街への来街のきっかけとして、イレブンプラザ
イベント広場への毎週末のイベント誘致をおこなう。
　　・「毎週何かやっている商店街」というイメージの確
立。
　　・商店街店舗や他団体とじ店舗への経済波及効果
を目指す。
【実施状況】
イベントでの活用、企業PR、来街者参加型の掲示物な
ど年間を通じてイベントを実施できた。
（年間86回）
【他団体のと連携実績】
保育園・小学校・団体の成果発表
企業の商品PR
移動販売車による飲食物販
マルシェなど

B28 高田本町まちづく
り
株式会社

850 C-1-1
C-1-3

本町商店街出店
サポートセンター

○本町商店街出店サポートセンター
・物件情報、補助金情報、商店街の情報を
ひとつの窓口で提供し、本町商店街への出
店希望者の
　サポートを行う。
・本町商店街の空き店舗を管理する不動産
業者・地権者・商店街・上越市・商工会議所
と連携し
　出店希望者へ有益な情報提供を行う。月
～金9時～18時開設中（要事前連絡）

・本町3～7丁目、大町5丁目の空き店舗物件の調査
・商店街への出店希望者に対するワンステップ相談窓
口の開設
【実施状況】
相談件数5件
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B28 高田本町まちづく
り
株式会社

860 C-1-1
C-1-3

本町商店街空き店
舗巡りツアー

○本町商店街空き店舗巡りツアー
・本町商店街の空き店舗物件内部を見学
するツアーを企画・開催。
・すぐに出店を希望する人から、いずれは
起業したいと考えている人まで、気軽に参
加できるツアー。
・物件の情報だけではなく、街の雰囲気を
体験してもらえるよう、イレブンプラザでのイ
ベントの様子なども見学してもらっている。
・不動産業者、地権者と連携してツアーを
開催している。2カ月に1回開催予定（第1土
曜日）

平成29年度は実施していない。
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B30 城下町高田花
ロード実行委員会

880 A-2-1
C-1-1
C-1-3
C-2-1
C-3-1
C-3-2

オープンガーデン
とアートで繋ぐまち
づくり

○取組概要・・・全国的に人気の高い「オー
プンガーデン」を景観作りやまちの美化、子
供たちやシニア層への園芸療法に生かし、
首都圏からの「スケッチツアー」を誘惑する
ことにより、交流実行を増やし、中心市街地
の活性化に役立てる。また、来るオリンピッ
クに向けて、商店街を中心としたインバウン
ド観光を提唱する。

○ターゲット・・・市民/東京近郊の「スケッチ
画」「水彩画」「ボタニカルアート」などの趣
味の団体/花や庭つくりに興味のある人達/
町歩きや美味しい日本食が好きな外国人/
雪や城下町が好きな外国人

○実施のフローチャート・・・中心市街地を
核に特色あるオープンガーデンのまちを作
る。（ガーデンと温泉、バイキングバスケット
の商店街、綺麗になれる庭、海辺のガーデ
ンetc）、公共の施設や企業内の庭などは、
シニアや子供たちの園芸療法や園地体験
の場として構築していく。→首都圏の「アー
ト」サークルを対象にツアーを企画し誘客→
食や物産、祭、年中行事などと合わせて地
元住民とのコミュニケーションをはかり、継
続的な交流と地域の活性化をはかる。以上
の事業に、インバウンド観光を取り入れる。

○協力体制・・・上越市/観光コンベンション
/商店街/市民/博物館/温泉/旅行代理店/
園芸業者

① スケッチと花、そしてオープンガーデンを繋ぐ事業
を実施するための協力者や仲間作り
② 本事業での反省点をふまえ、市内の歴史的建物と
オープンガーデンを絡めた事業のためのリサーチや基
盤作り
③ 市内のイベントと恊働した事業のPR及び事業の実
施等
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B31 直江津まちづくり
活性化協議会

1010 ガイドマップ作成事
業

　平成26年度発行のガイドマップを最も来
街が見込まれる夏季に増刷するとともに、
平成27年度内に掲載内容の更新版を発
行。直江津地区の魅力発信による誘客と街
なか回遊の向上を図り、通年の賑わいづく
りにつなげる。

平成29年度は実施していない。

B31 直江津まちづくり
活性化協議会

1020 C-1-1 鉄道資産利活用
検討事業

　京都など鉄道による活性化先進地区の視
察や勉強会を実施して、「新潟県鉄道発祥
の地・直江津」を発信する仕掛けづくりや鉄
道資産も活用した地域振興策を立案。直江
津地区中心部の活性化に向けた次年度以
降の取り組みにつなげる。

平成29年度は実施していない。

B31 直江津まちづくり
活性化協議会

1030 C-1-1 新水族博物館活
用検討事業

　新水族博物館の平成30年開業を見据え、
知見を有する専門企業も交え、同館を核と
する街なか誘引・回遊策や同館周辺の整
備計画を検討。直江津地区中心部の活性
化に向けた次年度以降の取り組みにつな
げる。

平成29年度は実施していない。

B31 直江津まちづくり
活性化協議会

1040 トキめき鉄道開業
周年イベント事業

　トキめき鉄道及び北陸新幹線の開業1周
年を記念し、直江津地区の商店街や民間
団体等が事業連携しながら、鉄道の歴史や
直江津の食・文化等を紹介・販売するイベ
ントを実施。直江津の魅力発信による誘客
と街なかの賑わい創出を図る。

平成29年度は実施していない。
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○商店街の専門性を活かし、商店街逸品創出に取り
組み、逸品創出事業を実施。

○ゆめチャレンジの受け入れ（職場体験学習）
○商業高校や農業高校が実施している店舗経営への
協力
○次世代の子供達に仕事をする楽しさ、キャリア教育
の応援を行う

○年間を通じた商店街でのイベントを実施
　　「春フェスタ」「七夕まつり」「SAKEまつり」「花ロー
ド」「レルヒ祭」など

B32 本町３・４・５商店
街振興組合連合
会

890 C-1-1
C-1-3

商店街活性化事
業

1． 年間を通じて「観桜会・春フェスタ」・「七
夕まつり」・「越後謙信SAKEまつり」・「城下
町高田花ロード」・「本町茶屋、年金セー
ル」・「レルヒ祭協賛」などのイベントを実
施。
2． ショッピングセンターにはない専門性を
重視し、個店の魅力向上のため、商店街逸
品創出に取り組み、逸品創出事業「いーん
だゎ、これ」を実施。商品やサービスを紹介
したパネル展示、見本市の開催。冊子等を
発行した。
3． 小中学校で実施している上越「ゆめ」
チャレンジ職場体験学習の各店での受け
入れ。高田商業高校を中心に上教大・北城
中・大町小が連携して店舗経営を行うRikka
への協力。高田農業高校食品化学科で実
施している山カフェへの協力。この活動を
通り、次世代の子供達に仕事をする楽し
さ、キャリア教育の応援をおこなう。

　これらの事業を通じ、当商店街区の賑わ
いの創出および売上増進、中心市街地の
活性化を図る。
　協力体制・・・上越市／上越商工会議所
／城下町高田花ロード実行委員会／(株)ま
ちづくり上越／高田本町まちづくり(株)など
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B33 ＮＰＯ法人くびき振
興会

900 C-1-2 地域の連携強化 　現在、当団体は市から通園バス運行事
業、コミュニティプラザ時間外受付事業を受
託している。補助金事業として頸城の祭
典、大池まつり、チャレンジスポーツ及びく
びき文化祭を行っている。
　そして、今年度から新たに地域支え合い
事業を受託し、区民の生活に密着した活動
を行っている。
　それぞれの事業は一定の成果を上げて
いるものの、若者、壮年者の参加が少なく、
活動が区民全体の意向を反映しているかと
いう点では課題がある。地区振興会や子ど
も会組織などを通して参加を募り各世代間
の交流を促進・連携して活力のある活動に
繋げて行きたい。

○頸城の祭典8/6(日)
　中学生徒会、小学PTA、子ども会、小・中学校、保育
園、諸団体と連携した行事と出店を開催します。
○くびきチャレンジスポーツフェスティバル
9/30(土)～10/8(日)
スポーツクラブ、体育協会、町内会と連携したスポーツ
行事を開催します。
○くびき文化祭11/1(水)～4(土)
文化協会、スポーツクラブ、諸団体、個人と連携した文
化行事を開催します。
○頸城区敬老会9/3(日)
　高齢者を対象としたイベントに、文化協会、スポーツ
クラブ、
保育園と連携した文化行事を開催します。

B34 ＮＰＯ法人かみえ
ちご山里ファン倶
楽部

910 C-1-2
C-1-3
C-2-1
C-3-2

地域再生を担う若
者の人材育成「里
創義塾」

①地域再生について専門的に学ぶ1年生、
総寄宿の学校の運営「里創義塾」。
②一般を対象とした短期間での座学による
集中講義「里創義塾、夏期講習」の開催。
③特別講師による地域づくりについての
「公開講義」の開催。地域住民や地域づくり
に
　関心のある人の学びの場を目指す。

○里創義塾の応募者なし。
○里創義塾の短期講座の実施（希望に応じて受入れ）
○地元中学校を対象にUターン教育の実施と地域マッ
プの作成（10回程度の座学とフィールドワーク）

B34 ＮＰＯ法人かみえ
ちご山里ファン倶
楽部

新規 － 谷浜・桑取地区の
古道歴史伝承事
業【地方創生推進
事業補助金活用】

－ 実際の農作業を行いながら婚活イベントを行い、未婚
の青年部員が参加した。

B35 寺野の自然と暮ら
そうサポートセン
ター

920 C-1-2
D-1-1

光は寺野から事業 ※移住支援事業に取り組んでいます
　実施体制「お試し移住ハウス（1泊￥1,000
／一人当り）」による移住促進

ランプの里「たなか」その他の施設を活用して・古本カ
フェ・パン工房設立　・田舎の古道具屋設立　・猿供養
寺演芸村構想実現　・音楽と芝居のライブ活動
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B36 高田の文化遺産
継承実行委員会

930 C-1-1
C-2-1
C-3-2

高田の文化遺産
継承事業

○これまでの取組
1.地域の文化遺産情報発信、人材育成事
業
　（1）『平成版・瞽女宿の記憶』編集事業
（平成25年度）
  （2）『高田の文化』発信事業（平成25年度）
  （3）『高田の文化の語り部』育成事業（平
成25年度）
2.地域の文化遺産普及啓発事業
　（1）『高田瞽女シンポジウム』開催（平成
25年度）
　（2）『高田の文化体験ツアー』実施（平成
25、26年度）
　（3）『斎藤真一作品鑑賞＠高田の雁木町
家』展覧会の実施（平成25、26年度）
　（4）雁木町家で瞽女唄体験事業（平成
25、26年度）
○今後の予定
   平成27年　 秋に瞽女資料館「瞽女ＭＵＳ
ＥＵＭ高田」を開設。11月21日、22日「体験
ツアー」を実施。
   平成28年　 2月のレルヒ祭の時に「瞽女
の門付け再現」を実施。

事業
○平成29年5月28日高田瞽女ゆかりの地を巡る日帰
りバスツアーを実施（上越市と共催）定員50名
○「瞽女ミュージアム高田」の運営
　春・夏・秋の企画展（水曜日休館）それ以外は土日の
み開館
○平成30年2月3日高田瞽女の門付け再現と瞽女唄
演奏会
○新潟県観光商談会で同行し、東京でPRに努めた。
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B37 株式会社地域創
造研究所／株式
会社北信越地域
資源研究所

940 D-1-1
D-2-1

「時系列人口動態
分析システム」の
開発　他

・上越市は2040年での出産女性の推定減
少率は43.3％で消滅都市のリストには入っ
ていない。しかし都市部を除く各区のほとん
どが消滅可能都市に入る。各区の特性を
生かした計画を作る。
・日本創成会議の分析指針は以下の点で
分析の視点が欠けている。
　①人口の推計を5歳階級別に行っている
がこの方法では5年毎にしか正確な評価が
出来ない。②移住者の促進やＵＩＪターンの
ようなゼロサム政策を推進するのは誤って
いる。③属性を年齢と性別のみで行ってい
るが出生率に大きな影響を与える配偶関
係や世帯なども考慮して分析する必要があ
る。
・人口は人口変動の3要素の「出生」「死亡」
「移動」のうち「出生」と「移動」をコントロー
ルすることを目途とする。特に出生率の向
上がキーポイントになる。出生率の低下は
結婚しない若者が増えたことに起因するが
結婚に至るプロセスの変化に着目し分析を
行う。現在我々が開発中の「時系列人口動
態分析システム」によるシュミレーション結
果を用いて分析を進める。

■事業概要
　・「時系列人口動態分析システム」の開発
　・調査分析を行い、研究会で結果発表。
　　（これまで静岡県小山町と宮城県亘理
郡山元町について分析）
　・分析のマニュアル作成および政策的ア
プローチ

ＮＴＴ東日本新潟支店と共同で、フルサットにてギガラ
クＷｉ－Ｆｉを利用した行動分析を引き続き実施。

B37 株式会社地域創
造研究所／株式
会社北信越地域
資源研究所

950 C-1-2
C-1-3

雪のふるさと/古民
家・町家再生リノ
ベーション事業【地
方創生推進事業
補助金活用】

◇上越市および上越市を含む広域での古
民家の活用、上越市高田地区における
　 町家の活用の調査研究、ビジネス化

①着地型観光モニターツアーの実施（2回）
②地域の観光受入基盤強化のための着地型観光勉
強会、フォーラムの開催
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B37 株式会社北信越
地域資源研究所

新規 － 首都圏に向けた地
域資源発信事業
【地方創生推進事
業補助金活用】

－ ・東京のTCAT2階で「毎日が旅行博」に参加。
・行政からPR・観光チラシ・ポスター・動画の提供をお
願いし、現地で展示。
・土・日・祝日は協力事業者とミニイベントを実施し、上
越地域の産品・取組の照会を行う。
・上越のチラシの配布や事業者による物販も併せて行
う。

B38 えちごトキめき鉄
道
株式会社

955 C-1-1
C-3-1
C-3-2

トキてつサポー
ターズクラブ

○サポーター会員
　　・会費を払って入会。
　　・会員特典は、会員証、優待乗車証、情
報提供の付与、協賛店でのサービス利用。
○サポート団体
　　・駅周辺等でトキ鉄のサポート活動を実
施する。
　　・サポーターズクラブ事務局は、サポー
ト活動に対して、クラブ会費から経費の一
部を助成する。
○協賛店
　　・サポーター会員へ、商品の割引等の
サービスを提供する。

○　サポーター会員
・　会費を払って入会。
・　会員特典は、会員証、優待乗車証、情報提供の付
与、協賛店でのサービス利用。
○　サポート団体
・　駅周辺等でトキ鉄のサポート活動を実施する。
・　サポーターズクラブ事務局は、サポート活動に対し
て、クラブ会費から経費の一部を助成する。
○　協賛店
・　サポーター会員へ、商品の割引等のサービスを提
供する。
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B39 頸城自動車株式
会社

960 C-3-1 乗合バス事業 　人口急減、超高齢化、車社会の進展、交
通体系の変化等を踏まえつつ、まちづくり
施策と連携し、地域公共交通の活性化に取
り組んでまいります。

〈路線再編の取り組み〉
・上越市総合公共交通計画（平成27年～平
成31年の5ヶ年計画）に沿って、これから市
内のバス路線の具体的な再編実施計画を
検討・策定していく予定です。
・生活に密着した通学・通院・買い物の足と
して、また、高齢者の外出を応援するような
バスを目指して取り組んでいきたいと考え
ています。
・また、新幹線駅からの市内二次交通の整
備も含めて取り組んでいく予定です。
〈利用促進の取り組み〉
・市で作成された公共交通時刻表や公共交
通利用ガイドの作成・配布への協力
・高齢者（70歳以上）を対象とした格安フ
リー定期券の販売
・小学生を対象とした運賃50円「夏休みバ
ス乗車体験」キャンペーンの実施
・子育てジョイカード所有者を対象とした割
引運賃（１乗車100円）の提供
・高校生を対象とした区間・便限定の通学
100円バスの実施
（高齢者や子どもたちを対象に、気軽に路
線バスを利用して外出していただける企画
商品を提供し、人の交流を増やして地域の
活性化につなげる取り組み。）

下記の事業の取り組みについては、上越市総合公共
交通計画に沿った取り組みを市と連携して取り組む計
画です。
・上越市バス交通ネットワーク再編計画に基づくバス
路線の再編の実施 (平成29年4月)
直江津・浦川原線の再編
浦川原地区の小学校統合に合わせ、通学に配慮した
経路変更と時刻変更を実施し、利便性の向上を図っ
た。
名立線の再編
利用者減少に伴う見直しとして、スクールバスと競合し
ている「東飛山～名立コミュニティプラザ」間をスクール
バス混乗に変更し、運行の効率化を図った。
名立コミュニティプラザから労災病院間は、地域間幹
線系統として維持を図った。
・公共交通利用促進事業計画に基づく事業の実施
平成２８年度と同様に利用促進や各種イベント、公共
交通の周知等に努めた。
夏休み小・中・高校生「バス乗車体験」キャンペーンの
実施　(平成29年7月27日～8月31日)
バスの日フェスタ2017の開催　(平成29年9月16日)
企画切符の発行・・・バス車内でも購入できる１日フ
リー乗車券の発行　(平成28年10月～継続)
高校生を対象とした通学100円バスの対象路線を拡大
して実施　(平成28年11月～継続)
バスの乗り方教室の開催・・・随時　（3月末広小、9月
里公小、10月高田特別支援学校等）
路線再編など周知チラシ配布の実施
路線再編の周知を図るため、沿線世帯及びバス車
内、バス案内所での周知チラシの配布。
総合時刻表の市内全世帯への配布　(平成30年3月)
高校生を対象とした公共交通のパンフレットの配布
(平成30年2月)
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B40 北越急行株式会
社

970 C-3-1 地域ローカル鉄道
としてのほくほく線
の利便性向上と魅
力作り

・超快速列車を始めとして列車全体のス
ピードアップを図るとともに、他鉄道との接
続を改善し、速達性を向上させる。特に上
越新幹線との接続に力を入れ、上越市東
部エリアと首都圏とを身近なものに結び付
ける。
・地域のイベントに合わせた臨時列車や団
体列車を臨機応変に設定して利用促進を
行う。
・地域の保育園から高校生までの遠足や体
験に重点を置き、利用促進だけでなく市民
のマイレール意識の醸成に貢献する。
・マルシェ列車やクリスマストレインなど独
自のアイデアでイベント列車を運行し、楽し
む鉄道という面を充実させていく。

 超快速列車を始めとして列車全体のスピードアップ
を図るとともに速達性を維持し、他鉄道との接続を改
善する。
 沿線地域のイベントに合わせた臨時列車や団体列
車を臨機応変に設定して利用促進を行う。
 沿線地域の幼児から高校生までの遠足・体験・見学
に鉄道を活用してもらい、市民のマイレール意識の醸
成に貢献する。
 マルシェ列車やスノータートルなど独自のアイデアで
イベント列車を運行し、鉄道を楽しむ面を充実させてい
く。特に上越エリアを運行するイベント列車を拡充させ
る。
 リニューアルされたゆめぞら列車を活用してイベント
列車を充実させる。
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B41 しゅしゅクラブ 980 B-1-1
B-2-4
C-3-1

「女性の経験を生
かした子育てシス
テム～子守り電車
／子守りバス～」
【地方創生推進事
業補助金活用】

取組内容
　①子育て経験者（市内女性）が中心とな
り、電車やバスを利用した子守りプランを実
践し、未来の子供達を地域ぐるみで育てる
環境を作る。（親子でも利用可能とする）
　②月に1回～2回の約2時間程度の子守り
をすることで、保護者の息抜きの時間を作
り、子育てに優しい公共交通を目指す。
　③子供が小さい頃から電車やバスなど公
共交通に触れることで、公共マナーやコミュ
ニケーションの学びの場を構築する。
　④幼児を対象とした商品やサービスを事
業としている大手企業の参画で、安心安全
で快適なグッズやサービスを作り、他地域
と差別化をはかれる二次交通を利用した子
育てプランを実現する。
　⑤家族での二次交通利用や、上記サービ
ス利用でおむつやミルク等の購入ポイント
がたまる仕組みを作る。
　（新しい二次交通を応援する仕組み作り
にも繋げる）
事業推進者　　市内の子育て経験のある女
性（50～60代を想定）／在来線事業者／バ
ス事業者／大手子供向け商品、サービス
関連事業者／保険会社／人材バンク等を
想定。

１、子守り電車、子守りバスのモニタリングと検証
２、旅と教育を繋げ、子供達の成長や目的に合わせた
「旅育プラン」を検討、作成し、ツアーを実施する。（電
車のマナーの啓蒙と旅を通じて地域の技術や歴
　史、文化を再発見してもらう）
３、子育て世代と二次交通利用のニーズの調査を実
施。
４、事業の確立に向けて、関係各所との連携強化
上記事業計画のうち、１、２、４に関しては、数年をか
けて、子育て世代に活動を認知してもらいながら、二
次交通事業者、及び関係各所の協力しながら進める
必要があると考える。また、３に関しては、H２８年度の
アンケートを分析し、どういったことに活用できるかと
いうことを明確にした上で、アンケート内容や方法を精
査しながら進めていきたい。
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B42 にいがた青年海
外協力隊を育てる
会

990 A-3-2 グローバルとロー
カルの両視点を持
つ人材紹介事業

○青年海外協力隊のＪＩＣAボランティア事
業に対する地域理解と支援輪の拡大
　　実施例：上越地区の首長に新隊員の表
敬訪問
○青年海外協力隊等のＪＩＣAボランティア
事業参加者への地域協力支援
　　実施例：青年海外協力隊・シニアボラン
ティアの春・秋2回の募集説明会
○地域社会における国際理解・交流及び開
発教育の推進と人材育成
　　例：地域の団体・学校などに出前講座の
開催。地域のイベントに参加。
　　実施例：上越教育大学付属小学校にお
いてネパール地震における出前講座。
　　ナマステ募金（賛同企業・店等150店）と
共同で行っている。
○地域社会にグローバルとローカルの両視
点を持つ協力隊員を多様な価値観を持つ
社会に紹介する。
　　例：隊員ＯＢによる出前講座及び報告
会。知識人の講演会。現職参加の説明。
　　実施例：募集説明会におけるＯＢ隊員の
帰国報告会。

○青年海外協力隊のJICA事業に対する地域理解と支
援の輪の拡大。
　 実施例：新青年海外協力隊員・シニアボランティア
出発及び帰国青年海外協力隊・シニアボランティア隊
員の上越市市長へ表敬訪問の実施

○青年海外協力隊のJICAボランティア事業参加者へ
の地域協力支援。
　 実施例：青年海外協力隊・シニアボランティアの春・
秋2回の募集説明会。

○地域社会における国際理解・交流及び開発教育の
推進と人材育成。
　 例：地域の団体・学校などに出前講座の開催。地域
のイベントに参会。
　 実施例：くびきの市民フェスタ・上越市民プラザにぎ
わいまつり等に参加。

○地域社会にグローバルとローカルの両視点を持つ
協力隊員を多様な価値観を持つ人材として社会に紹
介する。
　 例：協力隊員OBによる報告会。知識人の講演会。
現職参加の説明。
　 実施例：上越国際交流協会（JOIN）・新井ロータリー
クラブへ講師派遣。募集説明会にてOBの帰国報告会
実施。

B44 NPO法人　高田瞽
女の文化を保存・
発信する会

新規 － 「瞽女ミュージアム
高田」運営事業

－ ○平成29年5月28日高田瞽女ゆかりの地を巡る日帰
りバスツアーを実施（上越市と共催）定員50名
○「瞽女ミュージアム高田」の運営
　春・夏・秋の企画展（水曜日休館）それ以外は土日の
み開館
○平成30年2月3日高田瞽女の門付け再現と瞽女唄
演奏会
○新潟県観光商談会で同行し、東京でPRに努めた。
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B45 協同組合くびき野
地理空間情報セ
ンター

新規 － オープンデータに
ついて研修事業
（仮）

－ ○NPO法人上越地域活性化機構（ORAJA)と当組合
の専務理事が中心となり、内閣官房任命「オープン
データ伝道師」の福野様をお招きし、上越市でオープ
ンデータについての研修会を行った。
○観光振興課の部長・課長との意見交換会の実施（2
回）

B46 NPO法人　街なか
映画館再生委員
会

新規 － 東条商店RE起点
の街のポイント散
策【地方創生推進
事業補助金活用】

－ 高田世界館近くの町家「東条商店RE」を起点に各種街
めぐり企画をスタートさせ、映画館のある高田小町界
隈をはじめ、東本町雁木巡りや、寺町巡りなどを頻度
高く行う。クイズ形式の謎解き街巡りなど、街を歩くこと
の楽しみを広め、高田世界館周辺の楽しみ方を充実さ
せていく。
実施予定だったガイド冊子を使っての企画は、その他
のイベントと重なり、取材時間が取れず、次の機会へ
と見送り。

B47 一般社団法人　上
越をわくわく楽し
み隊

新規 － コミュニティガーデ
ン整備活動事業

－ ◯コミュニティガーデン整備活動事業
・植え方体験会、自然農法講習会、収穫体験会、収穫
祭を実施。

B49 南本町三丁目町
づくり協議会

新規 － 景観まちづくり事
業（仮）

－ 景観まちづくり活動にとりくみ、雁木通り・のれん製作、
高校生との連携による支援スペースづくり、フリーペー
パーの発行など3か年計画で取り組んでいる。
市の景観づくり課の協定を受けて計画などについてア
ドバイスをいただいて活動している。
当町単独事業には、財力が乏しく市の地域活動支援
事業の助成で、まちづくり活動をとりくんだ（ふれあい
広場、雁木しだれ飾りなど）
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B50 NPO法人「くびき
のお宝のこす会」

新規 － くびきのお宝公開
事業

－ １　くびき野レールパーク定期公開（年５回６日実施）
　　①５月５日（金）
　　②６月１８日（日）
　　③７月１６日（日）
　　④９月１７日（日）
　　⑤１０月１４日（土）・１５日（日）
２　瀧本邸一般公開（年２回実施）
　　①６月３日（土）
　　②１１月１９日（日）
３　くびき野レールパークについては、他に団体等の
申込によって、随時公開を実施

B52 お馬出しプロジェ
クト

新規 － 雁木のまち高田の
おもてなし【地方創
生推進事業補助
金活用】

－ 　雪国高田の魅力を十分に味わい体感できるようにと
計画されたえちごトキめき鉄道のリゾート列車「冬の雪
月花」は、１月と２月の土・日・祝日に計16回運
行された。
　「雁木のまち高田」にふさわしい心温まるおもてなし
として、高田駅での角巻とトンビ着用によるお出迎えを
行った。その後各見学場所では、雪国高田の文化や
生活についての説明や雪国の暮らしや風物の紹介な
どを行った。また、高田小町では、三味線演奏やお国
言葉の披露や郷土料理（雁木干し大根の煮物・野沢
菜の粕汁）のおふるまいも実施した。

B53 ＪＲ東日本鉄道Ｏ
Ｂ会直江津支部

新規 － 鉄道交流事業
（仮）

－ ＊６月１８日　無人駅清掃奉仕活動　（上下浜駅・土底
浜駅）
＊８月６日　五智公園SL保存清掃活動
＊９月１日　鉄道資産活用に向けた市との勉強会
＊10月14日　なおえつ鉄道祭り
＊通年：「新潟県鉄道発祥の地直江津」記念モニュメ
ント建立活動

B54 越後高田雁木
ねっとわーく

新規 － ～雁木の世界遺
産登録をめざして
～フォーラム事業
【地方創生推進事
業補助金活用】

－ 実施時期：平成30年2月24日（土）
・場　所：ミュゼ雪小町
・参加者：45名
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B55 まちづくり市民大
学ＯＢ会

新規 － 空き家の利活用
フォーラム【地方創
生推進事業補助
金活用】

－ 実施時期：平成29年12月19日
場　　所：春日謙信交流館
参加者：58名
ネットワーク会議第1回準備会実施
時期：平成30年2月25日
場　　所：市民プラザ
参加者：33名
空き家利活用ネットワーク会議第2回準備会
実施時期：平成30年3月3日
場　　所：市民プラザ
参加者：20名

B56 雪室推進プロジェ
クト

新規 － 雪室推進事業 － ○「雪室サマーステーションin上越妙高駅」開催
　・平成29年8月14日～15日
　・会場：上越妙高駅西口広場・フルサット
　・来場者：延べ7,000人（2日間）
  ・上越妙高駅での開催を機会に「えちごトキめき鉄道
株式会社」に後援をいただき、車両増結、トキ鉄利用
促進キャンペーンPRなど連携することができた。

○雪室グルメフェア開催
 ・年2回開催（8月、2月）
 ・市内の飲食店、洋菓子店、ベーカリーなどで雪室食
材を使った特製メニューを提供。

○「雪月花」での雪室及び雪室食材の活用ＰＲ
　・えちごトキめき鉄道「雪月花」の車内で雪室食材を
使用した食事を提供。あわせて上越の雪室文化や雪
室食材、雪中貯蔵酒のＰＲを行なった。



団体名　上越商工会議所政策委員会（大島Ｇ）

団体
ID

個別
事業
ＩＤ

体系番号 事業の概要（戦略策定時の内容） 平成29年度の取組内容

A-1-1
A-2-1

870-01 100年食文化と歴史
のまち並み・観光創
出事業

C-1-1 870-09 高田駅・歴史まち並
みにつながる福祉・
商業・教育エリアまち
づくり事業

C-3-2 870-12 全国100年老舗料亭
の和食文化伝承の
連携ネットワーク事
業

C-2-2 870-13 福祉・食文化・教育・
商業エリアで結ぶま
ちづくり支援事業

A-1-2 870-02 まちなかの介護・医
療・住い・子育て・働
き場・移住の総合
サービス事業

B-2-2
B-2-3

870-07 総合こども園・子育
て住宅等環境整備
事業

C-1-3 870-10 まちなかの空家・空
店舗等の活用調査
事業

D-1-1 870-14 駅まちなかの居住・
介護・医療・就労と農
村資源活用型移住
促進事業

D-1-1 870-15 駅まちなかの移住・
障害者福祉・観光体
験交流によるネット
ワーク事業

A-3-3 870-04 企業向け軽度発達
障害教育事業

個別事業名

B29 870 　高田まちなかの「潤いとやすらぎのまちづくりプロジェクト」（新5か年計画）
・高田駅中心市街地に、人々が集まる賑やかなまちづくり事業（四つの事業）の展開。
・このプロジェクトは、第一次計画（H１４～２６年実施）の実績と評価を生かし、引き続きH２８
～３２年の５か年を新計画として推進していく。
・新計画は、高田駅周辺の「寺町、暮らし・福祉エリア」・「本町、商業業務エリア」、「仲町、食
文化・商業エリア」・「駅周辺の発達障害研究・研修エリア」、四つの事業拠点に新たな業務
機能を導入し、みんなで連携しあうまちづくりを推進する。
・新計画は、第一次計画の成果である、居住人口の回復（流失世代の回帰）・雇用人口の増
加（新・起業化によるしごとづくり）・交流人口の拡大（来街者）を最重要課題としている。駅ま
ちなかに人々が集まり・働き・暮らし・買い物客等で賑わうための起業化を一層進め、まちな
かの活性化に取り組む。
・事業化に要する体制・人材・事業用地は、相当部分を確保している。今後グループの各事
業者（企業）がエリア別の実施計画を作成のうえ、事業着手に取り組む。なお事業化は、町
内会・事業者・地域・大学・病院・行政等の多様な人々と連携を推進する。
・新計画の「四つの事業拠点」は、以下の通り。

　１ 暮らし、福祉エリア
　　・子供から高齢者の安心なライフステージを整備し、首都圏
　　　高齢者等の移住促進・地域の子育て・介護等の総合サー
　　　ビスを提供する。
　　・高齢者の移住について、国立上越教育大学・県立看護大
　　　学の支援と地域コミュニティとの連携を進めていく。
　　・高齢者住宅、子育て住宅、総合こども園、診療所、就労支
　　　援センター等の整備

　２ 商業業務エリア
　　・新耐震オフィスビルの活用と進学塾の発達障害児教育・
　　　首都圏親子の体験滞在型教育・ワークライフバランス等
　　　の活力あるまちづくりを進める。

　３ 食文化・商業エリア
　　・100年食文化・歴史のまち並み資源を活用し、商業・観光・
　　　しごとづくりが集積する、交流と賑わいのまちづくりを推進
　　　する。
　　・100年を超える老舗料亭ネットワークづくり・大型バスター
　　　ミナル・マルシェなど起業化ゾーン・シンボルロードの景
　　　観ゾーンの整備

　４ 高田駅周辺企業向け軽度発達障研究・研修エリア
　　・地域の自然・教育・文化の優れた環境を生かした研究・
　　　研修センターを整備し、企業経営活動の安定化と障害
　　　社員の健康と就労改善に貢献するモデル都市づくり

■高田仲町ランチ＋バル
○4月～11月において、計3回実施。
○第2回ランチ＋バル
　　平成２９年４月２１日（金）～２３日（日）
　　参 加 店：１６店舗（第１回、１８店舗）
　　販売実績：１４７２食（第１回比、７７％）
○第1回真夏のランチ＋バル
　　平成２９年８月２５日（金）～２７日（日）
　　屋台出店：６店舗
　　来 場 者：１２００人（内子供３００人）
○第3回ランチ＋バル
　実 施 日：平成２９年１１月１６日（木）～１９日（日）
　参 加 店：１９店舗（過去最多）
　販売実績：１８７１食（第２回比１２７％）

■百年料亭を利用する旅行商品開発事業
○百年料亭宇喜世及び、高田地区をはじめとする市
内周辺施設・イベントへの立寄りを含む旅行商品（募
集型及び個人向け）を企画・造成し、市内への観光誘
客と周遊拡大を図った。
　実施期間：平成２９年９月～平成３０年３月
　企画ツアー
　①酒まつり体験ツアー　申込6人（最少催行人数に満
たず中止）
　②親鸞・恵信尼　愛の軌跡ツアー　参加11人
　③雪を見に行こうツアー　申込5人（最少催行人数に
満たず中止）
　④赤倉インバウンド日本文化体験ツアー　参加28人

■芸妓文化継承に向けた調査研究事業
○実施期間：８月～１１月
運営の方法、資金の充当方法、新人募集の方法、町
ぐるみで取り組む方法など幅広く情報を得ることが出
来た。



A-3-3 870-05 企業向け軽度発達
障害者教育と就業・
経営安定化促進事
業

B-1-1 870-06 福祉・教育・発達障
害事業所の仕事・生
活の調和と人づくり
事業

C-2-1 870-11 福祉・教育の首都圏
交流体験等促進事
業

A-3-2 870-03 若者能力開発・高校
生就業体験・起業化
支援促進事業

C-1-1 870-08 商業ビル活用と首都
圏交流等塾教育
サービスの多角化事
業

■仲町田端芸妓継承のための周知事業
①報告会・講演会・舞踊会開催
　実施日：３月５日（月）～３月６日（火）
　参加者：報告会３２名、トークショー３６名、舞踊会８２
名、ランチ会３６名
②田端芸妓歴史冊子の制作
　制作期間：８月～３月
　配布機会：田端まつり（１１月１１日）、芸妓継承講演
会（３月５日）ほか
　制作部数：２０００部（合計）

■百年料亭ネットワーク設立記念ご当地和食体験事
業
①料亭　石川」による「きりたんぽ鍋」の提供
　招聘元：「料亭　石川」（秋田県湯沢市）
　実施日：２月２１日（水）～２月２２日（木）
　参加者：宴席５４名、稲庭うどんランチ御膳１７名
②「料亭　公楽」による「鴨料理」の提供
　招聘元：「料亭　公楽」（香川県宇多津町）
　実施日：３月５日（月）～３月６日（火）
　参加者：鴨懐石宴席８２名



団体名　株式会社　上越タイムス社

団体
ID

個別
事業
ＩＤ

体系番号 個別
事業名

事業の概要
（戦略策定時の内容）

①上越タイムス紙の
首都圏版編集

H2910月から。それまでの「首都圏版」を廃止。上越3市出身者の取材紙を
上越タイムス、上越タイムス妙高頸南版、糸魚川タイムスに総合編集して
いる。

②「月刊上越」の発行 継続中

③上越3市の出身者
組織との連携

拡充して継続中

④上越地域の高校同
窓会の首都圏組織と
の連携

拡充して継続中

⑤ふるさと支援の市
民活動団体やＮＰＯ
法人との連携

妙高市出身者のNPO法人e-myokoは交流活動の報道記事が評価され、
環境助成金を取得。糸魚川市出身者のNPO法人むらまち三世代は、本市
の応援で東京での物産交流会を発展させている。

⑥東京新潟県人会と
の連携

○東京新潟県人会の会報に月刊上越と通販カタログをPRする広告を掲
載した。
○7月の海の日の1月に開かれ1000人規模の納涼会と新年会に出席し、
通販カタログや月刊上越を配布した。
○東京新潟県人会に有料で月刊上越と通販カタログを積み置き、配布し
ている。

⑦東京えちご祭りの
上越出身実行委員と
の連携

実行委員会の活動を把握できなかった。

⑧フェイスブック新潟
県人会との連携

○首都圏新潟県人会に正式名称変更し活動を発展させており、支援し
た。
○新たな事業としてスタートした「ニュースサイト」を積極的にアピールし、
活用してもらう。

⑨ネオ東京県人会と
の連携

NSNを使った小規模なネオ東京県人会の活動を支援している。

⑩3市の空き家情報
の提供

妙高市、糸魚川市に続き、上越市の空き家情報を月刊上越で掲載を開始
した。

⑪掲載情報によるビ
ジネスや取り引きの
結び目づくり

小さな実績を数多く確認している。

平成29年度の取組内容

B43 1000 A-1-1
A-1-2
A-1-3
A-1-4
A-2-1
A-2-2
A-3-2
C-1-1
C-1-2
C-2-1
C-2-2
D-1-1

上越地
域と首都
圏を「つ
なぐ」プ
ロジェク
ト

　上越タイムス社は3年前から、人口
減少とそれに伴う活力の減退を少し
でも防ぐ一助になればと、「上越タイ
ムス」紙面上に首都圏面を設け、報道
機関強みである情報の受発信を生か
し、首都圏とのつながりを強めてきま
した。

　3年間の「つなぐ」活動で①ふるさと
上越の人口減少は急速に進んでいる
②首都圏在住の上越出身者が非常
に多い③出身者のふるさと貢献意識
が高い、という事実を確認しました。
北陸新幹線・上越妙高駅の開業を機
にこうした人たちと交流を進めるに
は、①上越からの情報発信②首都圏
側からふるさと上越に向けた情報の
受信③首都圏の出身者同士をつなぐ
情報提供、が必要と思われます。あら
ためて、上越には、首都圏に「つなが
りたい」と思わせる魅力がある、首都
圏には、上越と「つながりたい」と考え
る”上越人”がいる。このことから、当
社の持つ情報を生かし、行政、団体、
他企業と協力して地域活性化をすす
めていきたい考えです。

　当社ですでに進めている「つなぐ」プ
ロジェクトは、日刊紙面の首都圏版編
集、首都圏向け「月刊紙」の発行をは
じめ18事業、今後の実施をめざす「つ
なぐ」プロジェクトは19事業を整理して
います。

実
　
施
　
中



⑫首都圏の上越ゆか
りの店紹介

○とくに料理店の人気が高いので出身シェフ、経営者とともに積極的に紹
介する
○飲食店チェーンで上越3市のフェアをする時は取材する

⑬物産の販促つなぎ
交流推進

○通販事業の浸透と拡充を進める。28年度の取り組みに加え、新たにス
タートした上越タイムスのニュースをネット配信する「ニュースサイト」上で
も通販カタログを掲載する計画

⑭3市出身のタレント
や芸能人、スポーツ
選手らの応援

積極的に取材し、紹介している。

⑮小中学生による修
学旅行の郷土アピー
ル活動や物産販売活
動サポート

継続中

⑯講演、フォーラム
講師の斡旋、仲介

継続中

⑰北陸新幹線の開業
を機にした里帰りプロ
ジェクトの支援

大島区旭地区出身者の郷人会「あさひ会」が新幹線利用の里帰り同級会
を企画し、様子を紹介した。

⑱Ｉターン、Ｕターン、
Ｊターンの支援

月間上越で、意欲的に紹介している。

①首都圏に進学、就
職した卒業高校生に
「月刊上越」と広報紙
を成人まで配布する
事業

○海洋高と同窓会「能水会」との協働に弾みがかかっている。全校生徒に
月刊上越を配布。
○「月刊上越」を上越地域の高校の在校生に届ける対象校を増やしたい
○成人まで配布事業の可能性を検討する

②上越教育大と県立
看護大の卒業生との
連携
③ふるさと産品の通
販事業の展開

○ふるさと産品を首都圏の出身者につなぐ通販（カタログ）事業を拡充す
るとともに事業盛夏を評価し、首都圏の他団体との連携の可能性を検討
する

④上越市の有楽町常
設マルシェの運営支
援

直接の宣伝活動はやめ、マルシェの開設を紹介しているほか、上越ケー
ブルビジョンのマルシェ開設も紹介した。

⑤交流イベントの企
画、運営、主催

今
　
後
　
実
　
施



⑥首都圏と上越を結
ぶ文化賞の創設
⑦3市のふるさと納税
の紹介とＰＲ

何度か記事で紹介した。

⑧ふるさとにエール
を送る便りや投稿の
奨励

ほとんどがネットでの受信になっており、ネット受信、配信のシステム整備
の必要性を検討している。

⑨出身者がガイドを
務める首都圏ツアー
の企画

上越市が同趣旨のツアーを企画したので、注目した。

⑩ゆかりの施設や会
社、工場めぐり企画

柿崎区のライオン本社訪問や修学旅行でのゆかりの会社訪問などを紹介
した。

⑪ふるさとツアーの
企画

グループ会社に受け入れツアーを企画する「かなえる旅行社」があり、意
見交換・情報交換した。

⑫商工団体とタイアッ
プした上越・東京経
済懇談会の企画・主
催

○ぜひ実現したい企画に位置付けている

⑬婚活イベント企画 社内にプロジェクトチームを設けて検討したが、実施しない判断に至って
いる。

⑭就活イベント企画 人口減・人手不足を地域最大の課題ととらえ、検討を進めている。

⑮出身者の若者懇談
会

首都圏で活躍している若者の発掘と紹介を進めている段階

⑯ちりつもプロジェク
トの支援

前島密の業績顕彰を地道に進めている。顕彰団体並びにちりつもプロジェ
クト推進団体との情報交換を行っている。

⑰前島密顕彰の年賀
状コンテストの実施

総括的に前島密顕彰事業を進めている。

⑱前島密ゆかりの横
須賀市との交流促進

墓前祭などの機会をとらえ、上越市と横須賀市の交流事業を報道してい
る。

⑲郵政博物館との連
携

総括的に前島密顕彰事業を推進している。また、地元の郵便局長会議に
出席し情報交換を進めてきた。


